
県営かんがい排水事業阿賀野川右岸１期地区 「万十郎川排水機場」 内部

排水機の概要
横軸斜流ポンプ　口径 1500mm　3 台
電動機　200kw　3 台

排水量　13.5 ㎥ /s（4.5 ㎥ /s×3 台）

2021. 6 63

  2 	  理事長あいさつ
  3 	  役員改選、新体制スタート
  4 	  新任役員あいさつ、退任役員ご紹介、前理事長　姉﨑康司氏逝去
  5 	  事務局体制、退職のあいさつ、職員募集
  6、7 	  維持管理委員名簿
  8 	  通常総代会開催
  9 	  令和 3年度組合費の賦課徴収方法と徴収時期等について
10、11 	  令和 3年度賦課基準
12、13 	  令和 3年度収支予算の概要
14、15 	  国営加治川用水地区
16、17 	  令和 3年度農業農村整備事業実施予定
18〜 21 	  ほ場整備事業のうごき
22 	  県営阿賀野川右岸地区
23 	  加治川用水　令和 3年度輪番制カレンダー
24、25 	  多面的機能支払
26 	  お知らせとお願い

25 ｍプールを
約 37 秒で排水します。

佐々木・黒山地域の湛水被害から守る
「万十郎川排水機場」
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紫
陽
花
の
花
の
色
鮮
や
か
な
頃
、
組
合
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご

清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に

よ
り
、
3
月
27
日
か
ら
豊
浦
郷
土
地
改
良
区

第
12
代
理
事
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
も

と
よ
り
浅
学
菲
才
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
改

め
て
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

土
地
改
良
区
は
、
組
合
員
に
よ
り
組
織
さ

れ
、
そ
の
組
合
員
よ
り
選
出
さ
れ
た
役
員
に

よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
公
共
組
合
と
し
て
の
性

格
を
有
す
る
組
織
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
土

地
改
良
区
と
役
員
の
関
係
は
い
わ
ゆ
る
委
任

関
係
に
あ
り
、
我
々
役
員
は
、
組
合
員
か
ら

土
地
改
良
区
運
営
を
任
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
役
員
改
選
に
よ
り
、
新
た
な
役
員

が
4
名(

理
事
2
名
、
監
事
2
名)

加
わ
り

新
た
な
運
営
体
制
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後

4
年
間
も
従
来
か
ら
の
運
営
方
針
を
踏
襲
し
、

融
和
を
図
り
役
職
員
一
体
と
な
り
公
正
性
・

公
平
性
を
も
っ
て
健
全
な
土
地
改
良
区
運
営

に
当
た
っ
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

  

豊
浦
郷
土
地
改
良
区
は
、
新
潟
県
第
1
号

の
認
可
番
号
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
県

内
の
面
積
順
位
は
14
番
目
、
新
発
田
市
の

水
田
面
積
の
3
分
の
1
、
国
営
加
治
川
用

水
受
益
で
は
3
割
の
受
益
を
も
つ
、
こ
の

歴
史
あ
る
土
地
改
良
区
の
名
に
恥
じ
ぬ
よ

う
、
ま
た
、
土
地
改
良
区
発
展
の
た
め
粉

骨
砕
身
、
全
力
を
傾
注
し
て
精
一
杯
努
め

て
参
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
の
皆
様
方
の

一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
4
月
15
日
に
前
理
事
長
姉
﨑
康
司

氏
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
理
事
長
退
任

よ
り
わ
ず
か
半
月
後
に
訃
報
が
届
き
、
こ

れ
か
ら
ご
指
導
を
賜
る
矢
先
の
こ
と
で
、

今
な
お
信
じ
が
た
く
深
い
悲
し
み
に
つ
つ

ま
れ
て
お
り
ま
す
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

故
姉
﨑
前
理
事
長
は
、
長
き
に
わ
た
り

運
営
の
中
心
に
位
置
し
、
現
在
の
豊
浦
郷

土
地
改
良
区
の
健
全
運
営
並
び
に
土
地
改

良
事
業
の
推
進
に
よ
る
地
域
農
業
の
発
展

に
大
き
な
業
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
あ
ら

た
め
て
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
も
、
本
地
域
の
発
展

の
た
め
最
善
の
努
力
を
す
べ
く
決
意
を
あ

ら
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
現
時
点
で
の
本
土
地
改
良
区
管

内
の
事
業
に
つ
い
て
改
め
て
ご
説
明
い
た

し
ま
す
。

　

国
営
加
治
川
用
水
事
業
は
、
令
和
2
年

度
末
の
事
業
費
ベ
ー
ス
で
の
進
捗
率
で

82
％
と
な
っ
て
お
り
、
管
内
に
お
い
て
は
、

今
年
度
以
降
に
松
岡
た
め
池
周
辺
整
備
工

事
、
乙
見
江
支
線
用
水
路
2
号
サ
イ
ホ
ン

撤
去
工
事
等
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

県
営
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
で
は
、

現
在
6
地
区
が
実
施
中
で
あ
り
、
内
3
地

ご
あ
い
さ
つ

理事長
長谷川 義明

区
（
中
浦
第
2
工
区
、
上
中
山
、
佐
々
木
）

が
本
年
度
新
規
地
区
と
し
て
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
現
在
2
地
区
が
令
和
5
年

度
の
事
業
化
へ
向
け
調
査
計
画
事
業
2
年

目
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
は
、
3
地
区

が
実
施
中
で
あ
り
、
今
年
度
よ
り
万
十
郎

川
排
水
機
場
が
稼
働
い
た
し
ま
す
。
流
域

の
耕
地
で
は
湛
水
被
害
か
ら
の
解
消
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

  

今
後
十
数
年
間
で
、
管
内
に
お
い
て
予

定
さ
れ
て
い
る
県
営
事
業
費
は
、
現
時
点

で
約
２
４
０
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
県
内

で
も
有
数
の
残
事
業
費
を
抱
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
毎
年
の
予
算
割
当
も
県
営
事

業
申
請
団
体
と
し
て
は
新
発
田
管
内
随
一

の
予
算
措
置
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
国
、
県
関
係
は
じ
め
各
機
関
と

連
携
し
、
現
在
実
施
中
及
び
計
画
中
の
事

業
の
早
期
完
成
と
早
期
着
工
の
た
め
、
組

合
員
の
先
頭
に
立
ち
事
業
推
進
、
予
算
獲

得
に
邁
進
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
現
下
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
禍
の
中
、
収
束
へ
向
け
た
ワ
ク
チ
ン
接

種
も
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
未
だ
、
以

前
の
よ
う
な
生
活
に
は
戻
ら
な
い
の
が
現

状
で
ご
ざ
い
ま
す
。
マ
ス
ク
の
い
ら
な
い

世
界
、
マ
ス
ク
を
外
し
気
兼
ね
な
く
会
話
、

会
食
が
で
き
る
世
の
中
に
一
刻
も
早
く
戻

る
こ
と
を
切
望
し
、
併
せ
て
組
合
員
の
皆

様
の
ご
健
勝
と
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
就
任
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

４年間お世話になります
理
事
長
　
　
長
谷
川
　
義
　
明

　
　
　
　
　
　
　
　（
乗
　
廻
）

副
理
事
長
　
小
　
林
　
隆
　
雄

（
下
中
ノ
目
）

理
　
事
　
　
二
　
瓶
　
幸
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　（
北
蓑
口
）

理
　
事
　
　
磯
　
部
　
　
　
昭

　
　
　
　
　
　
　
　（
天
　
王
）

理
　
事
　
　
齋
　
藤
　
啓
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　（
荒
　
川
）

理
　
事
　
　
遠
　
藤
　
敏
　
雄

　
　
　
　
　
　
　
　（
上
荒
町
）

理
　
事
　
　
齋
　
藤
　
耕
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　（
興
　
野
）

理
　
事
　
　
後
　
藤
　
和
　
已

　
　
　
　
　
　
　
　（
佐
々
木
）

理
　
事
　
　
本
　
間
　
藤
　
雄

　
　
　
　
　
　
　
　（
黒
　
山
）

理
　
事
　
　
五
十
嵐
　
直
　
明

　
　
　
　
　
　
　
　（
八
　
幡
）

理
　
事
　
　
伊
　
藤
　
誠
　
一

　
　
　
　
　（
中
ノ
目
新
田
）

総
括
監
事
　
波
多
野
　
　
　
智

　
　
　
　
　
　
　
　（
太
　
斎
）

監
　
事
　
　
猪
　
股
　
一
　
直

　
　
　
　
　
　
　
　（
中
ノ
通
）

監
　
事
　
　
阿
　
部
　
正
　
博

　
　
　
　
　
　
　
　（
松
　
岡
）
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新役員体制スタート（令和３年３月27日～令和７年３月26日）

齋
藤
（
啓
）
理
事

本
間
理
事

伊
藤
理
事

猪
股
監
事

齋
藤
（
耕
）
理
事

長
谷
川
理
事
長

小
林
副
理
事
長

磯
部
理
事

波
多
野
総
括
監
事

二
瓶
理
事

遠
藤
理
事

阿
部
監
事

後
藤
理
事

五
十
嵐
理
事

職　名 氏　名 集　落 担　当 維持管理担当 期数
理 事 長 長谷川  義  明 乗 廻 総 務 委 員 国営造成乙見江委員長、万十郎川排水機場委員 ３期目

副理事長 小  林  隆  雄 下 中 ノ 目 会計係担当
総 務 委 員

水管理改良施設委員長、国営造成乙見江委員
三悠乙見江地区圃場整備地区委員長 ４期目

第１理事 二  瓶  幸  一 北 蓑 口 庶務係担当
総 務 委 員

国営造成佐々木江・県営造成西江委員長
佐々木地区委員長 ３期目

第２理事 磯  部  　  昭 天 王 県営造成乙見江委員長、国営造成乙見江委員
県営造成豊浦用水路・圃場整備地区委員長 ５期目

第３理事 齋  藤  啓  一 荒 川 松浦地区委員長、国営造成乙見江委員 ４期目

第４理事 遠  藤  敏  雄 上 荒 町 工事係担当
広報委員長

二枚橋江委員長、小坂地区圃場整備委員長
太斎地区圃場整備委員長 ４期目

第５理事 齋  藤  耕  一 興 野 広 報 委 員 本田地区委員長 ３期目

第６理事 後  藤  和  已 佐 々 木 管理係担当
国営造成佐々木江・県営造成西江委員、佐々木北部
事業区委員長、新太田川下興野頭首工委員長、万十
郎川排水機場委員長、佐々木南部事業区委員、佐々
木南部郷地区圃場整備委員

２期目

第７理事 本  間  藤  雄 黒 山 広 報 委 員
佐々木南部事業区委員長、佐々木北部事業区委員
佐々木南部郷地区圃場整備委員長
新太田川下興野頭首工委員、万十郎川排水機場委員

２期目

第８理事 五十嵐  直  明 八 幡 国営造成乙見江委員、松浦地区委員 １期目
第 9 理事 伊  藤  誠  一 中ノ目新田 国営造成乙見江委員、水管理改良施設委員 １期目
総括監事 波多野　　智 太 斎 １期目
第１監事 猪  股  一  直 中 ノ 通 ２期目
第２監事 阿  部  正  博 松 岡 広 報 委 員 １期目

加
治
川
沿
岸
土
地
改
良
区
連
合
議
員

任
期　

平
成
31
年
4
月
15
日
か
ら

　
　
　

令
和
5
年
4
月
14
日
ま
で

役　

  

職　

氏　

名　
　

  （
本
土
地
改
良
区
）

議　

  

員　

長
谷
川
義
明
（
理
事
長
）

議　

  

員　

小
林　

隆
雄
（
理
事
）

議　

  

員　

二
瓶　

幸
一
（
理
事
）

議
員（
監
事
）　

磯
部　
　

昭
（
理
事
）

議　

  

員　

齋
藤　

啓
一
（
理
事
）

議　

  

員　

遠
藤　

敏
雄
（
理
事
）

議　

  

員　

後
藤　

和
已
（
理
事
）

議　

  

員　

五
十
嵐
直
明
（
理
事
）

※
議　

  

員　

伊
藤　

誠
一
（
理
事
）

議　

  

員　

波
多
野　

智
（
総
括
監
事
）

※
議　

  

員　

阿
部　

正
博
（
監
事
）

議　

  

員　

磯
部　
　

均
（
総
代
・
三
ツ
椡
）

議　

  

員　

渡
邉
與
一
郎
（
総
代
・
曽
根
）

議　

  

員　

前
田　

富
夫
（
総
代
・
飯
島
甲
）

※
議　

  

員　

櫻
井　

賢
七
（
小
坂
）

　
　
　
　
　
　

  

※
新
任

阿
賀
野
川
右
岸
土
地
改
良
区
連
合
議
員

任
期　

令
和
元
年
6
月
20
日
か
ら

　
　
　

令
和
5
年
6
月
19
日
ま
で

役　

  

職　

氏　

名　
　

  （
本
土
地
改
良
区
）

※
議　

  

員　

長
谷
川
義
明
（
理
事
長
）

議
員（
監
事
）　

磯
部　
　

昭
（
理
事
）

議　

  

員　

齋
藤　

耕
一
（
理
事
）

議　

  

員　

猪
股　

一
直
（
監
事
）

議　

  

員　

青
井　

鉄
男
（
総
代
・
天
王
）

　
　
　
　
　
　

  

※
新
任
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新任役員のあいさつ
理
事
　
五
十
嵐
直
明
（
八
幡
）

　

こ
の
度
新
し
く
豊
浦
郷
土
地
改
良
区
理
事

に
選
任
さ
れ
、
そ
の
職
務
の
重
さ
と
責
務
の

重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
の
厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
、
希
望
を
も
て
る
担
い
手
農

業
者
の
為
に
、
基
盤
整
備
に
よ
る
土
地
の
集
約
化
、
作
業
の
効

率
化
に
よ
る
労
働
時
間
の
短
縮
な
ど
、
労
働
生
産
性
向
上
に
よ

る
低
コ
ス
ト
の
米
作
り
が
急
務
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

社
会
の
変
化
と
時
代
の
流
れ
と
共
に
そ
の
環
境
作
り
に
努
力

す
る
こ
と
も
土
地
改
良
区
の
役
割
だ
と
考
え
、
そ
れ
に
伴
う
知

識
を
得
る
た
め
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
活
用
し
、
運
営
者
と
し
て
の

役
割
を
全
う
す
べ
く
努
力
し
て
豊
浦
郷
土
地
改
良
区
に
貢
献
で

き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

理
事
　
伊
藤
誠
一
（
中
ノ
目
新
田
）

　

こ
の
度
、
第
１
選
挙
区
よ
り
当
選
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
伊
藤
誠
一
で
す
。
出
身
集

落
は
中
ノ
目
新
田
で
す
。

　

当
地
区
で
は
中
浦
第
２
工
区
地
区
圃
場
整
備
事
業
が
進
行
中

で
す
。
こ
の
事
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
と
土
地
改
良
区
の
理
事
と
し
て
豊
浦
郷
の
自

然
を
守
り
持
続
可
能
な
土
地
開
発
を
目
指
し
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

な
に
ぶ
ん
新
人
理
事
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
皆
様
の
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

監
事
　
阿
部
正
博
（
松
岡
）

　

本
年
よ
り
監
事
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
松
岡

の
阿
部
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
総
代
と
維
持
管

理
委
員
を
務
め
さ
せ
て
参
り
ま
し
た
が
役
員

は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。
私
の
地
元
、
松
浦
地
区
で
も
圃
場
整

備
事
業
が
終
盤
を
迎
え
、既
に
工
事
を
終
え
た
耕
地
で
は
集
約
・

大
型
化
さ
れ
た
圃
場
に
よ
り
効
率
的
な
作
業
や
管
理
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
、
改
め
て
土
地
改
良
事
業
の
必
要
性
を
実
感
し
て

お
り
ま
す
。
至
ら
な
い
点
も
多
々
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
が
皆
様

の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

波
多
野
総
括
監
事
は
都
合
に
よ
り
次
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

訃
報　
従
五
位  

旭
日
双
光
章

　
前
理
事
長  

姉 

﨑 

康 

司 

氏
（
池
ノ
端
）

�

令
和
３
年
４
月
15
日
逝
去　
享
年
84

　

長
き
に
渡
り
本
土
地
改
良
区
理
事
と
し
て
活

躍
さ
れ
た
姉
﨑
康
司
氏
が
令
和
３
年
４
月
15
日

に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

故
姉
﨑
氏
は
、
平
成
元
年
か
ら
理
事
に
就
任

し
、
平
成
９
年
か
ら
は
副
理
事
長
と
し
て
９
年

間
、
平
成
21
年
か
ら
理
事
長
と
し
て
３
期
12
年
の

間
、
本
土
地
改
良
区
の
運
営
に
携
わ
り
、
本
年
3

月
の
役
員
改
選
に
よ
り
ご
勇
退
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
他
団
体
の
役
員
と
し
て
、
阿
賀
野
川
右
岸
土
地
改
良
区
連
合
で
は
平
成
21
年

か
ら
11
年
半
の
間
理
事
と
し
て
阿
賀
用
水
の
確
保
・
安
定
供
給
に
努
め
、
加
治
川
沿
岸

土
地
改
良
区
連
合
で
は
平
成
10
年
か
ら
監
事
、
総
括
監
事
、
理
事
を
歴
任
し
、
平
成
28

年
か
ら
は
副
理
事
長
と
し
て
運
営
に
参
画
し
、
国
営
加
治
川
２
期
農
業
水
利
事
業
の
事

業
化
と
事
業
推
進
並
び
に
用
水
の
安
定
供
給
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
新
潟
県
土

地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
で
は
、
平
成
27
年
か
ら
理
事
に
就
任
し
、
当
地
域
並
び
に
県

内
に
お
け
る
農
業
農
村
整
備
事
業
並
び
に
地
域
農
業
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

　

土
地
改
良
事
業
関
係
で
は
、
管
内
の
約
２
，
１
０
０
ha
に
お
い
て
県
営
圃
場
整
備
事

業
に
取
組
み
大
区
画
化
並
び
に
農
地
集
積
を
推
進
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
県
営
か
ん

が
い
排
水
事
業
阿
賀
野
川
右
岸
地
区
や
同
事
業
豊
浦
郷
地
区
な
ど
農
業
用
用
排
水
施
設

の
整
備
に
も
積
極
的
に
取
組
み
、
当
地
域
に
お
け
る
農
業
農
村
整
備
事
業
の
推
進
、
農

業
生
産
性
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
土
地
改
良
区
の
統
合
整
備
に
関
し
て
は
、
平
成
17
年
の
本
田
土
地
改
良
区
と

の
合
併
、
平
成
31
年
の
佐
々
木
土
地
改
良
区
と
の
合
併
に
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、
組

織
運
営
基
盤
の
強
化
と
組
合
員
の
負
担
軽
減
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
故
姉
﨑
氏
は
農
業
用
水
の
確
保
・
安
定
供
給
、
農
業
生
産
基
盤
の
整

備
並
び
に
組
織
運
営
基
盤
強
化
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
、
そ
の
功
績
か
ら
令
和
2
年
11

月
に
新
潟
県
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
温
厚
誠
実
な
人
柄
か
ら
組
合
員

か
ら
の
信
頼
も
厚
い
運
営
者
で
あ
り
ま
し
た
。

　

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

退任役員 ～お疲れさまでした～
理 事 長　姉　﨑　康　司（池ノ端）　H元.3.27 ～ R3.3.26　８期

理　　事　田　村　耕　榮（松　岡）　H27.8.11 ～ R3.3.26　２期

総括監事　五十嵐　勝　雄（　浦　）　H25.3.27 ～ R3.3.26　２期

監　　事　鈴　木　一　広（赤　橋）　H29.3.27 ～ R3.3.26　１期

従
六
位  

旭
日
双
光
章
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令和３年度　事務局体制
伊
藤
主
事

鈴
木
技
師

菅
主
事

藤
間
主
事

佐
々
木
技
師

渡
邉
技
師

佐
藤
臨
時
職
員

髙
橋
技
師

中
村
主
任

吉
備
津
主
事

尾
崎
臨
時
職
員

姉
﨑
臨
時
職
員

齋
藤
（
美
）
主
任

斎
藤
（
紀
）
主
任

青
木
事
務
局
長

細
野
業
務
課
長

阿
部
工
事
係
長

事
務
局
長　
青
木　
　
明

総
務
課
（
会
計
係
・
庶
務
係
）

・
組
合
員
、
総
代
に
関
す
る
こ
と

・
予
算
及
び
決
算
に
関
す
る
こ
と

・
賦
課
及
び
徴
収
に
関
す
る
こ
と

・
多
面
的
機
能
支
払
（
事
務
）
に
関
す
る
こ
と

課　
長　
　
事
務
局
長
兼
務

主　
任　
　
斎
藤
紀
久
江

主　
任　
　
齋
藤
美
穂
子

主　
任　
　
中
村　
昌
子
（
会
計
主
任
）

業
務
課

課　
長　
　
細
野　
卓
弥

工
事
係

・
工
事
に
関
す
る
こ
と

・
事
業
の
計
画
及
び
推
進
に
関
す
る
こ
と

　
（
圃
場
整
備
・
か
ん
排
な
ど
）

・
換
地
計
画
に
関
す
る
こ
と

・
多
面
的
機
能
支
払
（
工
事
）

　
に
関
す
る
こ
と

係　
長　
　
阿
部　
孝
弘

技　
師　
　
佐
々
木
雄
一

技　
師　
　
髙
橋　
順
一

主　
事　
　
藤
間　
恵
美

主　
事　
　
菅　
久
美
子

臨
時
職
員　
尾
崎　
望
未

臨
時
職
員　
姉
﨑　
嘉
奈

管
理
係

・
維
持
管
理
に
関
す
る
こ
と

・
用
水
、
排
水
の
調
整
に
関
す
る
こ
と

・
多
面
的
機
能
支
払
（
維
持
管
理
）

　
に
関
す
る
こ
と

係　
長　
　
業
務
課
長
兼
務

主　
事　
　
吉
備
津
富
美

主　
事　
　
鈴
木　
貴
仁

主　
事　
　
伊
藤　
直
人

技　
師　
　
渡
邉　
　
光

技　
師　
　
鈴
木　
貴
稀

（
新
潟
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
出
向
）

臨
時
職
員　
佐
藤　
安
晃

豊浦郷土地改良区職員募集のお知らせ
　維持管理業務担当職員を募集します。
　詳細につきましては、本土地改良区総務課までお問合せ下さい。

１．職務内容　　土地改良施設の維持管理業務（土木・電気・機械関係）
２．採用予定者　若干名
３．問合せ先　　豊浦郷土地改良区総務課
　　　　　　　　　　☎ 0254-24-4145
　　　　　　　　　　〒 959-2323　新発田市乙次 281 番地 2

鈴
木
主
事

退
職
の
あ
い
さ
つ

　

山
本
圭
司
さ
ん
が
令
和
３
年
３
月
末
日

を
以
っ
て
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
皆
様
、
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

　

私
は
平
成
3
年
8
月
1
日
、
旧
本
田
土

地
改
良
区
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
8
月
3

日
に
は
臨
時
総
代
会
の
開
催
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
当
日
は
昨
夜
か
ら
の
豪
雨
で
本

田
川
が
越
流
し
た
た
め
、
地
域
住
民
は
水

防
活
動
を
行
い
、
会
議
の
開
催
は
１
時
間

ほ
ど
遅
れ
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
私

は
初
め
て
ワ
ー
プ
ロ
を
操
作
し
て
議
事
録

を
作
成
し
た
の
で
鮮
明
に
記
憶
に
残
り
ま

し
た
。

　

本
田
川
の
湛
水
防
除
事
業
も
完
了
し
、

賦
課
金
の
軽
減
と
土
地
改
良
区
の
基
盤
強

化
等
を
目
的
と
し
て
、
平
成
17
年
豊
浦
郷

土
地
改
良
区
と
合
併
を
行
い
、
維
持
管
理

業
務
を
担
当
い
た
し
ま
し
た
。

　

驚
い
た
の
は
加
治
川
用
水
の
輪
番
制
に

よ
る
取
水
で
す
。
農
家
の
皆
様
が
大
変

苦
労
し
な
が
ら
営
農
し
て
い
る
の
に
驚
き
、

農
家
の
負
託
に
こ
た
え
る
た
め
様
々
な
維

持
管
理
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
が
父
子
家
庭
と
し
て
子
育
て
を
し
な

が
ら
生
活
し
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
組
合
員

の
賦
課
金
の
お
か
げ
で
す
。
本
当
に
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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各維持管理委員会 委員名簿

二
枚
橋
江
維
持
管
理
委
員
会

委
員
長
　
遠
藤
　
敏
雄
　
理
事  

委
　
員
　
伊
藤
　
元
明
　
上
荒
町

　
〃
　
　
肥
田
野
孝
司
　
下
荒
町

　
〃
　
　
音
田
　
正
志
　
蛇
塚
　
　

　
〃
　
　
小
池
　
寿
子
　
上
端

　
〃
　
　
日
下
部
政
衛
　
五
十
公
野 

�

６
人

国
営
造
成
乙
見
江
維
持
管
理
委
員
会

委
員
長
　
長
谷
川
義
明
　
理
事

委
　
員
　
小
林
　
隆
雄
　
水
管
理  （
理
事
）

　
〃
　
　
伊
藤
　
誠
一
　
水
管
理  （
理
事
）

　
〃
　
　
磯
部
　
　
昭
　
県
営
乙
見
江  （
理
事
）

　
〃
　
　
齋
藤
　
啓
一
　
松
浦
地
区  （
理
事
）

　
〃
　
　
五
十
嵐
直
明
　
松
浦
地
区  （
理
事
）

　
〃
　
　
津
村
　
岳
志
　
新
発
田
土
改  （
米
倉
地
区
）

�

７
人

県
営
造
成
乙
見
江
維
持
管
理
委
員
会

委
員
長
　
磯
部
　
　
昭
　
理
事

委
　
員
　
阿
部
　
好
春
　
池
ノ
端

　
〃
　
　
姉
﨑
　
和
義
　
池
ノ
端

　
〃
　
　
佐
藤
　
洋
介
　
西
蓑
口

　
〃
　
　
伊
藤
　
光
一
　
西
蓑
口

　
〃
　
　
齋
藤
　
孝
史
　
飯
島
甲

　
〃
　
　
齋
藤
　
克
彦
　
飯
島
甲

　
〃
　
　
古
山
　
幸
男
　
飯
島
乙

�

８
人

本
田
地
区
維
持
管
理
委
員
会

委
員
長
　
齋
藤
　
耕
一
　
理
事

委
　
員
　
成
田
　
正
利
　
上
本
田

　
〃
　
　
渡
邉
　
　
学
　
下
本
田

　
〃
　
　
佐
藤
　
　
猛
　
興
野

　
〃
　
　
野
﨑
　
俊
一
　
八
万

　
〃
　
　
鈴
木
　
勝
則
　
中
ノ
通

　
〃
　
　
徳
永
　
文
夫
　
天
王

�

７
人

水
管
理
改
良
施
設
維
持
管
理
委
員
会

委
員
長
　
小
林
　
隆
雄
　
理
事

委
　
員
　
伊
藤
　
誠
一
　
理
事

　
〃
　
　
細
野
喜
代
次
　
下
中
ノ
目

　
〃
　
　
高
山
　
勇
一
　
下
中
ノ
目

　
〃
　
　
別
行
　
耕
一
　
下
中
ノ
目

　
〃
　
　
岩
渕
　
俊
治
　
中
ノ
目
新
田

　
〃
　
　
山
崎
　
茂
男
　
中
ノ
目
新
田

　
〃
　
　
榎
本
　
　
悟
　
乙
次

　
〃
　
　
石
井
　
政
和
　
乙
次

　
〃
　
　
嶋
田
　
徳
浩
　
吉
浦

　
〃
　
　
倉
嶋
　
直
嗣
　
吉
浦

　
〃
　
　
円
山
　
新
二
　
三
ツ
椡

　
〃
　
　
佐
藤
　
　
進
　
三
ツ
椡

　
〃
　
　
円
山
　
　
実
　
福
島

　
〃
　
　
伊
藤
　
良
輔
　
福
島

　
〃
　
　
長
谷
川
芳
之
　
乗
廻

　
〃
　
　
坂
井
　
　
学
　
乗
廻

�

17
人

県
営
造
成
豊
浦
用
水
路
・

県
営
圃
場
整
備
地
区
維
持
管
理
委
員
会

委
員
長
　
磯
部
　
　
昭
　
理
事

委
　
員
　
坪
川
　
要
介
　
月
岡

　
〃
　
　
齋
藤
　
浩
和
　
岡
屋
敷

　
〃
　
　
安
孫
子
　
章
　
岡
屋
敷

　
〃
　
　
野
﨑
　
　
稔
　
八
万

　
〃
　
　
北
上
　
　
久
　
万
代

　
〃
　
　
岡
田
　
　
薫
　
大
沢

　
〃
　
　
石
田
　
善
広
　
加
治
万
代

　
〃
　
　
五
十
嵐
峰
夫
　
加
治
万
代

　
〃
　
　
五
十
嵐
康
之
　
竹
俣
万
代

　
〃
　
　
齋
藤
千
代
志
　
竹
俣
万
代

　
〃
　
　
佐
藤
　
俊
雄
　
天
王

　
〃
　
　
磯
部
　
三
次
　
天
王

　
〃
　
　
小
林
　
勝
秋
　
天
王

　
〃
　
　
刈
谷
　
国
男
　
天
王

�

15
人

小
坂
地
区
圃
場
整
備
維
持
管
理
委
員
会

委
員
長
　
遠
藤
　
敏
雄
　
理
事

委
　
員
　
櫻
井
　
賢
七
　
小
坂

　
〃
　
　
小
池
　
康
博
　
小
坂

　
〃
　
　
今
井
　
一
夫
　
赤
橋

　
〃
　
　
鈴
木
　
一
広
　
赤
橋

　
〃
　
　
小
野
　
　
淳
　
小
友

　
〃
　
　
山
形
　
　
博
　
小
友

　
〃
　
　
新
保
　
勝
男
　
浦

　
〃
　
　
清
田
　
好
秋
　
浦
新
田

�

９
人

三
悠
乙
見
江
地
区
圃
場
整
備
維
持
管
理
委
員
会

委
員
長
　
小
林
　
隆
雄
　
理
事

委
　
員
　
姉
﨑
　
雄
一
　
池
ノ
端

　
〃
　
　
林
　
　
康
浩
　
池
ノ
端
　

　
〃
　
　
清
田
　
雅
巳
　
下
中
ノ
目

　
〃
　
　
佐
々
木
英
夫
　
西
蓑
口
　

　
〃
　
　
五
十
嵐
良
一
　
西
蓑
口

　
〃
　
　
石
井
　
正
志
　
飯
島
甲

　
〃
　
　
伊
藤
　
新
吾
　
切
梅
　

　
〃
　
　
加
藤
　
　
勉
　
二
ツ
堂

　
〃
　
　
齋
藤
　
玄
次
　
竹
ヶ
花

�

10
人

太
斎
地
区
圃
場
整
備
維
持
管
理
委
員
会

委
員
長
　
遠
藤
　
敏
雄
　
理
事

委
　
員
　
金
田
　
　
勇
　
上
荒
町

　
〃
　
　
伊
藤
　
元
明
　
上
荒
町

　
〃
　
　
渡
邉
　
輝
夫
　
太
斎

　
〃
　
　
波
多
野
昭
平
　
太
斎

　
〃
　
　
鹿
嶋
　
英
明
　
久
保

　
〃
　
　
齋
藤
　
和
弘
　
久
保

　
〃
　
　
清
野
　
啓
三
　
佐
々
川

　
〃
　
　
宮
下
　
眞
一
　
小
友

�

９
人

任期 令和３年4月1日から令和7年3月31日まで 4 年間
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４年間お世話になります

松
浦
地
区
維
持
管
理
委
員
会

（
県
営
造
成
八
幡
・
松
浦
・
松
岡
用
水
路
、

県
営
造
成
八
幡
・
城
下
・
荒
川
排
特
）

委
員
長
　
齋
藤
　
啓
一
　
理
事

委
　
員
　
五
十
嵐
直
明
　
理
事

　
〃
　
　
中
川
　
勝
弥
　
六
日
町

　
〃
　
　
本
間
　
一
好
　
大
崎

　
〃
　
　
加
藤
　
清
夫
　
八
幡

　
〃
　
　
渡
邊
　
秀
章
　
八
幡

　
〃
　
　
藤
間
　
智
雄
　
八
幡
新
田

　
〃
　
　
小
野
　
　
淳
　
小
友

　
〃
　
　
神
田
　
文
弘
　
浦
新
田

　
〃
　
　
湯
淺
　
嘉
雄
　
浦

　
〃
　
　
池
田
　
良
夫
　
浦

　
〃
　
　
湯
淺
　
知
生
　
松
岡

　
〃
　
　
伊
藤
　
　
広
　
松
岡

　
〃
　
　
富
樫
　
　
厚
　
松
岡

　
〃
　
　
小
川
　
　
健
　
荒
川

　
〃
　
　
阿
部
　
勇
一
　
荒
川

　
〃
　
　
千
代
　
勝
一
　
荒
川

　
〃
　
　
赤
澤
　
満
雄
　
上
中
山

　
〃
　
　
清
野
　
啓
三
　
佐
々
川

　
〃
　
　
櫻
井
　
賢
七
　
小
坂

　
〃
　
　
坂
田
　
昭
二
　
赤
橋

　
〃
　
　
小
池
　
信
義
　
戸
板
沢

　
〃
　
　
安
孫
子
浩
之
　
月
岡

�
23
人

国
営
造
成
佐
々
木
江
・
県
営
造
成
西
江

維
持
管
理
委
員
会

委
員
長
　
二
瓶
　
幸
一
　
理
事

委
　
員
　
後
藤
　
和
已
　
理
事
　

　
〃
　
　
津
村
　
岳
志
　
新
発
田
土
改
（
米
倉
地
区
）

　
〃
　
　
山
口
　
幸
一
　
新
発
田
土
改
（
北
江
地
区
）

　
〃
　
　
曽
我
　
義
憲
　
新
発
田
土
改
（
北
江
地
区
）

　
〃
　
　
藤
井
六
衛
門
　
新
発
田
土
改
（
北
江
地
区
）

　
〃
　
　
仲
川
　
重
平
　
五
十
公
野
土
改

　
〃
　
　
高
野
　
義
幸
　
五
十
公
野
土
改

　
〃
　
　
肥
田
野
清
隆
　
五
十
公
野
土
改

　
〃
　
　
鹿
嶋
　
英
明
　
久
保

　
〃
　
　
肥
田
野
孝
司
　
下
荒
町

　
〃
　
　
加
藤
　
　
勉
　
二
ツ
堂

　
〃
　
　
苅
谷
四
之
八
　
佐
々
木
地
区
維
持
管
理

　
〃
　
　
藤
井
　
三
郎
　
佐
々
木
地
区
維
持
管
理

　
〃
　
　
佐
藤
　
幸
栄
　
佐
々
木
地
区
維
持
管
理

�

15
人

佐
々
木
地
区
維
持
管
理
委
員
会

委
員
長
　
二
瓶
　
幸
一
　
理
事

委
　
員
　
苅
谷
四
之
八
　
西
宮
内

　
〃
　
　
髙
橋
　
正
平
　
日
渡

　
〃
　
　
藤
井
　
三
郎
　
則
清

　
〃
　
　
小
柳
　
良
幸
　
曽
根

　
〃
　
　
佐
藤
　
幸
栄
　
上
中
沢

�

６
人

新
太
田
川
下
興
野
頭
首
工
維
持
管
理
委
員
会

委
員
長
　
後
藤
　
和
已
　
理
事

委
　
員
　
本
間
　
藤
雄
　
理
事

　
〃
　
　
加
藤
　
和
雄
　
佐
々
木

　
〃
　
　
斎
藤
　
幸
悦
　
大
正
通

　
〃
　
　
塩
原
佐
千
夫
　
上
中
沢

　
〃
　
　
佐
藤
　
榮
次
　
下
興
野

　
〃
　
　
佐
藤
　
政
一
　
太
田
新
田

　
〃
　
　
川
﨑
　
　
隆
　
砂
山

　
〃
　
　
金
子
　
精
一
　
新
潟
北
土
改

　
〃
　
　
山
田
　
　
進
　
新
潟
北
土
改

　
〃
　
　
佐
藤
　
共
栄
　
新
潟
北
土
改

　
〃
　
　
小
林
　
啓
介
　
新
潟
北
土
改

　
〃
　
　
折
笠
　
孝
男
　
新
潟
北
土
改

�

13
人

佐
々
木
南
部
郷
地
区
圃
場
整
備
維
持
管
理
委
員
会

委
員
長
　
本
間
　
藤
雄
　
理
事

委
　
員
　
後
藤
　
和
已
　
理
事

　
〃
　
　
前
田
　
　
守
　
飯
島
甲

　
〃
　
　
前
田
　
一
男
　
飯
島
甲

　
〃
　
　
石
井
　
栄
作
　
飯
島
乙

　
〃
　
　
佐
藤
　
和
義
　
下
興
野

　
〃
　
　
齋
藤
　
邦
雄
　
下
興
野

　
〃
　
　
髙
橋
喜
與
作
　
飯
島
新
田

　
〃
　
　
伊
藤
　
　
栄
　
太
田
新
田

　
〃
　
　
藤
井
　
三
郎
　
則
清
　

　
〃
　
　
野
口
　
正
幸
　
上
中
沢

　
〃
　
　
岩
渕
　
　
繁
　
中
ノ
目
新
田

�

12
人

佐
々
木
南
部
事
業
区
維
持
管
理
委
員
会

委
員
長
　
本
間
　
藤
雄
　
理
事

委
　
員
　
後
藤
　
和
已
　
理
事

　
〃
　
　
佐
藤
　
和
義
　
下
興
野

　
〃
　
　
津
村
　
洋
一
　
飯
島
新
田

　
〃
　
　
鈴
木
　
博
喜
　
乗
廻

　
〃
　
　
斉
藤
　
浩
司
　
鳥
穴

　
〃
　
　
石
澤
　
石
雄
　
鳥
穴

　
〃
　
　
福
井
　
秀
一
　
鳥
穴

　
〃
　
　
五
十
嵐
嗣
男
　
砂
山

　
〃
　
　
小
林
　
正
雄
　
太
田

　
〃
　
　
小
熊
　
和
義
　
太
田

　
〃
　
　
藤
田
　
栄
吉
　
乗
廻

　
〃
　
　
清
水
　
　
洋
　
前
新
田

　
〃
　
　
髙
橋
　
公
一
　
太
田
新
田

�

14
人

佐
々
木
北
部
事
業
区
維
持
管
理
委
員
会

委
員
長
　
後
藤
　
和
已
　
理
事

委
　
員
　
本
間
　
藤
雄
　
理
事

　
〃
　
　
佐
藤
　
　
功
　
上
中
沢

　
〃
　
　
野
田
　
　
守
　
佐
々
木

　
〃
　
　
中
山
　
新
一
　
佐
々
木

　
〃
　
　
古
山
　
耕
一
　
上
中
沢

　
〃
　
　
齋
藤
　
邦
雄
　
下
興
野

　
〃
　
　
斉
藤
　
政
晴
　
太
田
　

　
〃
　
　
後
藤
　
健
一
　
佐
々
木

　
〃
　
　
川
﨑
　
　
榮
　
佐
々
木

　
〃
　
　
伝
井
　
克
巳
　
佐
々
木

　
〃
　
　
斎
藤
　
幸
悦
　
大
正
通

�

12
人

万
十
郎
川
排
水
機
場
維
持
管
理
委
員
会

委
員
長
　
後
藤
　
和
巳
　
理
事  

委
　
員
　
加
藤
　
　
豊
　
新
潟
北
土
改

　
〃
　
　
金
子
　
精
一
　
新
潟
北
土
改

　
〃
　
　
山
田
　
　
進
　
新
潟
北
土
改

　
〃
　
　
本
間
　
藤
雄
　
理
事

　
〃
　
　
長
谷
川
義
明
　
理
事  

�

６
人

各維持管理地区の問題点・要望等がありましたら、
各維持管理委員の方へご相談下さい。
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第
72
回
通
常
総
代
会
が
、
令
和

3
年
3
月
7
日
（
日
）
午
後
1
時

30
分
か
ら
新
発
田
市
豊
浦
庁
舎
２

階
大
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

は
じ
め
に
磯
部
副
理
事
長
よ
り

挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
に
議
長
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
43
番
総
代
武
藤
英
咲

氏
（
荒
川
）
を
選
任
し
、
令
和
2

年
度
補
正
予
算
、
定
款
・
規
約
・

諸
規
程
の
変
更
、
令
和
3
年
度
収

支
予
算
な
ど
計
22
議
案
が
上
程
さ

れ
ま
し
た
。

　

役
員
か
ら
議
案
の
説
明
を
行
っ

た
後
、
慎
重
審
議
が
な
さ
れ
、
全

議
案
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

全
議
案
の
審
議
終
了
後
、
豊
浦

郷
土
地
改
良
区
役
員
総
選
挙
が
開

催
さ
れ
、
3
月
27
日
よ
り
新
役
員

に
よ
る
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

日時：令和 3年 3月 7日（日）午後 1時 30分開会
場所：新発田市豊浦庁舎２階大会議室
総代定数 63人　　　本総代会　出席者 57人　欠席者 6人　出席率 90.47%

議長を務める　43 番総代
武 藤 英 咲 氏

（荒 川）

●● 議　題 ●●

議案第 １ 号　令和２年度 一般会計収支補正予算について
議案第 ２ 号　令和２年度 圃場整備事業特別会計収支補正予算について
議案第 ３ 号　令和２年度 日本政策金融公庫資金の借入及び償還方法について
議案第 ４ 号　令和２年度 中間監査報告について
議案第 ５ 号　豊浦郷土地改良区 定款の一部変更について
議案第 ６ 号　豊浦郷土地改良区 規約の一部変更について
議案第 ７ 号　豊浦郷土地改良区 委員会処務規程の一部変更について
議案第 ８ 号　豊浦郷土地改良区 用排水施設維持管理委員会規程の一部変更について
議案第 ９ 号　豊浦郷土地改良区 理事長専決規程の一部変更について
議案第 10 号　豊浦郷土地改良区 地区除外等処理規程の一部変更について
議案第 11 号　令和 3 年度 新規土地改良施設維持管理適正化事業の実施について
議案第 12 号　令和 3 年度 一般会計収支予算について
議案第 13 号　令和 3 年度 維持管理事業特別会計収支予算について
議案第 14 号　令和 3 年度 圃場整備事業特別会計収支予算について
議案第 15 号　令和 3 年度 組合費の賦課徴収方法とその時期について
議案第 16 号　令和 3 年度 日本政策金融公庫資金の借入及び償還方法について
議案第 17 号　令和 3 年度 一時借入金の最高限度額及びその方法について
議案第 18 号　令和 3 年度 財政調整積立金の繰替運用について
議案第 19 号　令和 3 年度 施設管理積立金の繰替運用について
議案第 20 号　令和 3 年度 施設管理積立金の処分について
議案第 21 号　令和 3 年度 金銭預入先金融機関について
議案第 22 号　令和 3 年度 専決事項の承認について　　　
選挙第 １ 号　豊浦郷土地改良区 役員総選挙について

第72回　通常総代会開催
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①　賦 課 基 準 日	 令和 3年 4月 1日
②　賦課金通知書発行日	 令和 3年６月３０日
　　　　　　　　　　　　　（１期分、２期分まとめて送付いたします。）
③　納　　期　　限	 １期　令和 3年   9 月 21日（火）

	 ２期　令和3年 12月 10日（金）

納期限２期を変更しました。
　昨年までは 11 月下旬が納期限２期でありましたが、農地中間管理機構との
契約による受委託が非常に多くなり、12 月に賃料が支払われる為に組合費を納
めることが出来ない地主さんが非常に多く未納者が増えておりました。
　このことから、納期限２期を農地中間管理機構よりの賃料支払日である 12
月 10 日としました。

④　口座振替納入をご契約の方は、上記の納期限日に引落しを行いますので、前日
　　までに口座へご入金くださいますようお願い申し上げます。
⑤　口座振替納入の手続きをご希望の方は、本土改総務課（0254–24–4145）まで
　　お問合せ下さい。
　　　口座振替可能金融機関
　　　 JA 北越後各支店、JA 新潟市各支店、JA ささかみ本所、ゆうちょ銀行

⑥　振込納入取扱い金融機関は、賦課金通知書裏面に記載しております。
⑦　賦課金通知書がお手元に届きましたら、納期限前でも一括納入が可能です。
⑧　本土改賦課金の期別納入の考え方　・１期は水利費（耕作者負担分）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・２期は事業費（所有者負担分）
　　として分けて賦課しておりますので、ご参考にしてください。
⑨　止むを得ない事情により納期限までに納入できない場合は、地区選出の理事
　　又は事務局までご相談ください。

　令和 3 年度の賦課基準日並びに納期限は下記のとおり、組合費は別表のとおりとなり
ます。納期限までに納入下さるようお願いいたします。

　土地改良区は組合員により組織され、事業に要する経費と運営に要する経費は、
原則として組合員が負担することになっており、組合員の義務でもあります。（土
地改良法第 36 条）
　組合員間の公平性を確保するため、賦課金等を滞納した場合には、督促状や催
告状により自主的な納付を促しておりますが、納付されない場合には、滞納者
の意思にかかわらず賦課金債権を強制的に徴収いたします。（土地改良
法第 39 条）

賦課金等の納入について
～ 未納の場合は財産の差押えを行います ～

令和3年度組合費の賦課徴収方法
及び徴収時期等について
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圃場整備事業特別会計（10a当り賦課額）
科目

賦課基準 期別納付額
種　　別 割 10ａ当り額 1期 2期

特
別
賦
課
金

松 浦 地 区 圃 場 整 備 事 業 特 別 賦 課 金 地 積 割 2,000 円 2,000 円
荒 川 地 区 圃 場 整 備 事 業 特 別 賦 課 金 〃 2,000 円 2,000 円
西 江 地 区 圃 場 整 備 事 業 特 別 賦 課 金 〃 2,000 円 2,000 円
中 浦 第 ２ 工 区 地 区 圃 場 整 備 事 業 特 別 賦 課 金 〃 2,000 円 2,000 円
上 中 山 地 区 圃 場 整 備 事 業 特 別 賦 課 金 〃 2,000 円 2,000 円
佐 々 木 地 区 圃 場 整 備 事 業 特 別 賦 課 金 〃 2,000 円 2,000 円
中 浦 第 １ 工 区 地 区 圃 場 整 備 事 業 特 別 賦 課 金 〃 2,000 円 2,000 円
豊 浦 工 区 地 区 圃 場 整 備 事 業 特 別 賦 課 金 〃 2,000 円 2,000 円

一般会計（10a当り賦課額）
科目

賦課基準 期別納付額
種　　別 割 10ａ当り額 1期 2期

経
常
賦
課
金

運 営 事 務 費 （ 全 地 域 ） 地 積 割 2,500 円 1,250 円 1,250 円

第 一 頭 首 工 掛 幹 線 水 路 維 持 管 理 費 〃 32 円 32 円

阿 賀 用 水 右 岸 土 地 改 良 区 連 合 維 持 管 理 費 〃 1,206 円 1,206 円

県 営 か ん 排 万 十 郎 川 維 持 管 理 費 〃 20 円 20 円

県 営 か ん 排 吹 切 川 維 持 管 理 費 〃 5 円 5 円

特
別
賦
課
金

県 営 圃 場 整 備 三 悠 乙 見 江 地 区 借 入 償 還 金 年次表による 不 均 一 3,575 円

県 営 経 営 体 育 成 基 盤 整 備 松 浦 地 区 借 入 償 還 金 〃 不 均 一 3,559 円

県 営 経 営 体 育 成 基 盤 整 備 荒 川 地 区 借 入 償 還 金 〃 不 均 一 5,221 円

県営経営体育成基盤整備佐々木南部郷地区 1 期・2 期借入償還金 〃 不 均 一 2,151 円

県 営 経 営 体 育 成 基 盤 整 備 西 江 地 区 借 入 償 還 金 〃 不 均 一 472 円

県 営 経 営 体 育 成 基 盤 整 備 中 浦 第 2 工 区 地 区 借 入 償 還 金 〃 不 均 一 305 円

県 営 経 営 体 育 成 基 盤 整 備 上 中 山 地 区 借 入 償 還 金 〃 不 均 一 565 円

県 営 経 営 体 育 成 基 盤 整 備 佐 々 木 地 区 借 入 償 還 金 〃 不 均 一 341 円

付帯県営かん排阿賀野川右岸１期地区借入償還金（奥右衛門川排水路） 〃 不 均 一 403 円

付帯県営かん排阿賀野川右岸１期地区借入償還金（万十郎川排水機場排水路） 〃 不 均 一 1,070 円

付帯県営かん排阿賀野川右岸第２地区借入償還金（吹切川排水路） 〃 不 均 一 232 円

農 業 基 盤 整 備 促 進 事 業 本 田 単 独 か ん 排 地 区 借 入 償 還 金 〃 不 均 一 3,804 円

新 井 郷 川 排 水 機 場
維 持 管 理 分 担 金

１ 級 地 地 積 割 579 円 579 円

２ 級 地 〃 386 円 386 円

２級地（太田川右岸） 〃 386 円 386 円

加 治 川 頭 首 工 及 び 内 ノ 倉 ダ ム 維 持 管 理 分 担 金 〃 140 円 140 円

阿 賀 野 川 頭 首 工 維 持 管 理 分 担 金 〃 127 円 127 円

国 営 加 治 川 用 水 土 地 改 良 事 業 負 担 金 〃 2,500 円 2,500 円

維
持
管
理
負
担
金

北 江 維 持 管 理 負 担 金 〃 450 円 450 円

県 圃 五 十 公 野 地 区 負 担 金 〃 2,816 円 2,816 円

新 発 田 川 用 水 事 業 維 持 管 理 負 担 金 〃 1,100 円 1,100 円

町 裏 江 用 水 事 業 維 持 管 理 負 担 金 〃 700 円 700 円

広 域 阿 賀 右 岸 排 水 事 業 負 担 金 〃 860 円 860 円

柳 曲 排 水 機 場 維 持 管 理、 万 十 郎 川 排 水 機 場 工 事 費 負 担 金 〃 1,270 円 1,270 円

令 和 ３ 年 度　　　賦 課 基 準 　
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令 和 ３ 年 度　　　賦 課 基 準 　
維持管理事業特別会計（10a当り賦課額）
科目

賦課基準 期別納付額
種　　別 割 10ａ当り額 1期 2期

経
常
賦
課
金

国 営 造 成 乙 見 江 維 持 管 理 費 地 積 割 300 円 300 円
県 営 造 成 乙 見 江 維 持 管 理 費 〃 200 円 200 円
水 管 理 改 良 施 設 維 持 管 理 費 〃 3,000 円 3,000 円
水 管 理 改 良 施 設（ 圃 場 地 区 ） 維 持 管 理 費 〃 300 円 300 円
新 江 川 維 持 管 理 費 〃 10 円 10 円
旧 新 江 川 維 持 管 理 費 〃 5 円 5 円
中 ノ 目 川 維 持 管 理 費 〃 60 円 60 円
県 営 造 成 豊 浦 用 水 路 維 持 管 理 費 〃 3,000 円 3,000 円
県 営 圃 場 整 備 地 区 維 持 管 理 費 〃 600 円 600 円
二 枚 橋 江 維 持 管 理 費 〃 200 円 200 円
月 岡 揚 水 機 維 持 管 理 費 〃 4,000 円 3,000 円 1,000 円
小 坂 地 区 圃 場 整 備 維 持 管 理 費 〃 2,000 円 2,000 円
三 悠 乙 見 江 地 区 圃 場 整 備 維 持 管 理 費 〃 500 円 500 円
太 斎 地 区 圃 場 整 備 維 持 管 理 費 〃 500 円 500 円
太 斎 地 区 揚 水 機 場 維 持 管 理 費 〃 2,000 円 2,000 円
本 田 地 区 維 持 管 理 費 〃 500 円 500 円
本 田 地 区 揚 水 機 場 維 持 管 理 費 〃 1,700 円 1,700 円
本 田 地 区 排 水 機 場 維 持 管 理 費 〃 1,200 円 1,200 円
県 営 造 成 八 幡 用 水 路 維 持 管 理 費 〃 200 円 200 円
県 営 造 成 松 浦 用 水 路 維 持 管 理 費 〃 200 円 200 円
県 営 造 成 松 岡 用 水 路 維 持 管 理 費 〃 200 円 200 円
県 営 八 幡 排 特 宮 田 排 水 路 維 持 管 理 費 〃 100 円 100 円
県 営 荒 川 排 特 境 川 排 水 路 維 持 管 理 費 〃 100 円 100 円
国 営 造 成 佐 々 木 江 維 持 管 理 費 〃 600 円 600 円
県 営 造 成 西 江 維 持 管 理 費 〃 300 円 300 円
佐 々 木 地 区 維 持 管 理 費 （ 田 ） 〃 700 円 700 円
佐 々 木 地 区 維 持 管 理 費（ 畑、 そ の 他 ） 〃 350 円 350 円
佐 々 木 南 部 事 業 区 県 圃 機 械 排 水 維 持 管 理 費 〃 1,500 円 1,500 円
佐 々 木 南 部 事 業 区 県 圃 自 然 排 水 維 持 管 理 費 〃 1,500 円 1,500 円
佐 々 木 北 部 事 業 区 維 持 管 理 費 〃 1,300 円 1,300 円
佐 々 木 南 部 郷 地 区 圃 場 整 備 維 持 管 理 費 〃 500 円 500 円
新 太 田 川 下 興 野 頭 首 工 維 持 管 理 費 〃 500 円 500 円
万 十 郎 川 排 水 機 場 維 持 管 理 費 〃 1,500 円 1,500 円

～令和３年度賦課基準　主な変更点～
令和３年度から「万十郎川排水機場」が稼働したこと
により下記賦課基準が変更となりました。

［新規］
・万十郎川排水機場維持管理費
　10 ａ当り　1,500 円

［引き下げ］
・佐々木南部事業区県圃機械排水維持管理費
　10 ａ当り　3,000 円　⇒　1,500 円

・佐々木南部事業区県圃自然排水維持管理費
　10 ａ当り　2,000 円　⇒　1,500 円

佐々木

日本海東北自動車道

上中沢

則清

飯島
下興野

両新田

砂山

鳥穴

黒山

福
島

潟
放

水
路

万
十

郎
川

排
水

路

福島潟

万十郎川排水機場
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令 和 3 年 度   収 支 予 算 の 概 要

収　入
科　　　目 予　算　額

土地改良事業収入 199,115,313 
　賦課金収入 （� 196,004,313 　）
　　運営事務費 　　（� 85,047,000 　）
　　維持管理費 　　（� 9,138,700 　）
　　借入償還金 　　（� 41,547,013 　）
　　県営事業分担金 　　（� 12,280,500 　）
　　国営事業負担金 　　（� 47,164,000 　）
　　維持管理負担金 　　（� 827,100 　）
　負担金収入 （� 1,800,000 　）
　転用決済金収入 （� 1,310,000 　）
　特別徴収金収入 （� 1,000 　）
附帯事業収入 6,276,000 
基本財産運用収入 94,000 
特定資産運用収入 669,500 
補助金等収入 88,006,567 
受託料収入 30,925,000 
雑収入 3,910,000 
借入金収入 13,955,000 
積立金取崩収入 51,300,000 
徴収換地清算金収入 160,000,000 
特別会計繰入金 64,216,500 
繰上償還金収入 10,000 
繰越金 48,522,120 

収入合計 667,000,000 

支　出
科　　　目 予　算　額

土地改良事業費 15,383,300 
　維持管理費支出 （� 10,358,300　） 
　受託業務費支出 （� 5,025,000　） 
一般管理費 137,651,000 
　運営事務費支出 （� 129,651,000　） 
　事務所費支出 （� 8,000,000　） 
負担金等 37,748,700 
　県営事業分担金等支出 （� 36,374,500　） 
　支払負担金等支出 （� 1,374,200　） 
補助金等 1,000 
借入金返済支出 101,557,013 
固定資産取得支出 3,000,000 
積立金繰出支出 299,721,567 
　職員退職給与積立金 （� 0　） 
　備荒積立金 （� 5,000,000　） 
　財政調整積立金 （� 40,000,000　） 
　決済金積立金 （� 1,260,000　） 
　国営加治川用水地区事前積立金 （� 53,575,567　） 
　施設管理積立金 （� 39,804,000　） 
　基本財産積立金利息 （� 82,000　） 
　換地清算金積立金 （� 160,000,000　） 

維持管理事業特別会計繰出額 33,870,000 
予備費 38,067,420 

支出合計 667,000,000 

令和３年度一般会計収支予算� 667,000,000円

積立金
取崩収入
51,300,000

積立金
取崩収入
51,300,000

特別会計繰入金
64,216,500
特別会計繰入金
64,216,500

土地改良事業収入
199,115,313
土地改良事業収入
199,115,313
賦　課　金 196,004,313
　運営事務費 85,047,000
　維持管理費 9,138,700
　借入償還金 41,547,013
　県営事業分担金 12,280,500
　国営事業負担金 47,164,000
　維持管理負担金 827,100
負　担　金 1,800,000
転用決済金 1,310,000
特別徴収金 1,000

賦　課　金 196,004,313
　運営事務費 85,047,000
　維持管理費 9,138,700
　借入償還金 41,547,013
　県営事業分担金 12,280,500
　国営事業負担金 47,164,000
　維持管理負担金 827,100
負　担　金 1,800,000
転用決済金 1,310,000
特別徴収金 1,000

繰越金
48,522,120
繰越金
48,522,120

受託料収入
30,925,000
受託料収入
30,925,000

雑収入
3,910,000
雑収入
3,910,000

収入
単位：円

基本財産
運用収入
94,000

基本財産
運用収入
94,000

特定資産
運用収入
669,500

特定資産
運用収入
669,500

補助金等収入
88,006,567
補助金等収入
88,006,567

附帯事業収入
6,276,000
附帯事業収入
6,276,000

徴収換地
清算金収入
160,000,000

徴収換地
清算金収入
160,000,000

繰上償還金収入
10,000

繰上償還金収入
10,000

借入金収入
13,955,000
借入金収入
13,955,000

借入金返済支出
101,557,013
借入金返済支出
101,557,013

維持管理事業
特別会計繰出額
33,870,000

維持管理事業
特別会計繰出額
33,870,000

予備費
38,067,420
予備費
38,067,420

土地改良事業費
15,383,300
土地改良事業費
15,383,300
一般管理費
137,651,000
一般管理費
137,651,000

負担金等 37,748,700負担金等 37,748,700

積立金繰出支出
299,721,567
積立金繰出支出
299,721,567 支出

単位：円

運営事務費支出 129,651,000
　役員報酬 7,740,000
　俸給給与 44,831,000
　諸手当 25,530,000
　賃金 6,180,000
　その他 45,370,000
事務所費支出 8,000,000

運営事務費支出 129,651,000
　役員報酬 7,740,000
　俸給給与 44,831,000
　諸手当 25,530,000
　賃金 6,180,000
　その他 45,370,000
事務所費支出 8,000,000

職員退職給与積立金　　　　  0
備荒積立金　　　　　5,000,000
財政調整積立金　　  40,000,000
決済金積立金　　　　1,260,000
国営加治川用水地区
　　　　事前積立金 53,575,567
施設管理積立金　　 39,804,000
基本財産積立金利息　    82,000
換地清算金積立金  160,000,000

職員退職給与積立金　　　　  0
備荒積立金　　　　　5,000,000
財政調整積立金　　  40,000,000
決済金積立金　　　　1,260,000
国営加治川用水地区
　　　　事前積立金 53,575,567
施設管理積立金　　 39,804,000
基本財産積立金利息　    82,000
換地清算金積立金  160,000,000

固定資産取得支出
3,000,000
固定資産取得支出
3,000,000

補助金等
1,000
補助金等
1,000

（単位：円） （単位：円）
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令 和 3 年 度   収 支 予 算 の 概 要

維持管理名 予算額 割合（％）
国営造成乙見江維持管理 7,722,000 4.9%
県営造成乙見江維持管理 1,072,000 0.7%
水管理改良施設維持管理 54,749,000 34.8%
県営造成豊浦用水路維持管理 14,551,000 9.3%
県営圃場整備地区維持管理 1,941,000 1.2%
二枚橋江維持管理 225,000 0.1%
月岡揚水機維持管理 760,000 0.5%
小坂地区圃場整備維持管理 4,015,000 2.6%
三悠乙見江地区圃場整備維持管理 2,066,000 1.3%
太斎地区圃場整備維持管理 2,475,000 1.6%
本田地区維持管理 12,813,000 8.2%
県営造成八幡用水路維持管理 516,000 0.3%
県営造成松浦用水路維持管理 639,000 0.4%

科　目 予算額 割合（％）
松浦地区圃場整備事業 101,102,000 39.1%
荒川地区圃場整備事業 37,363,000 14.5%
西江地区圃場整備事業 20,329,000 7.9%
中浦第２工区地区圃場整備事業 28,688,000 11.1%

科　目 予算額 割合（％）
上中山地区圃場整備事業 8,556,000 3.3%
佐々木地区圃場整備事業 23,192,000 9.0%
中浦第１工区地区圃場整備事業 27,341,000 10.5%
豊浦工区地区圃場整備事業 11,853,000 4.6%

合　計 258,424,000 100.0%

維持管理名 予算額 割合（％）
県営造成松岡用水路維持管理 4,090,000 2.6%
県営造成八幡排特宮田排水路維持管理 210,000 0.1%
県営造成荒川排特境川排水路維持管理 209,000 0.1%
県営造成城下排特城下排水路維持管理 44,000 0.1%
国営造成佐々木江維持管理 6,018,000 3.8%
県営造成西江維持管理 1,937,000 1.2%
佐々木地区維持管理 3,268,000 2.1%
佐々木南部事業区維持管理 9,478,000 6.0%
佐々木北部事業区維持管理 3,893,000 2.5%
佐々木南部郷地区圃場整備維持管理 4,093,000 2.6%
新太田川下興野頭首工維持管理 12,327,000 7.9%
万十郎川排水機場維持管理 8,034,000 5.1%

合　　　計 157,145,000 100.0%

令和３年度維持管理事業特別会計収支予算� 157,145,000円

令和３年度 圃場整備事業特別会計収支予算� 258,424,000円

収入
単位：円

土地改良事業収入
31,604,600
土地改良事業収入
31,604,600

土地改良事業費
34,629,000
土地改良事業費
34,629,000

賦課金収入 31,604,600
　松浦地区 7,014,500
　荒川地区 1,786,700
　西江地区 3,551,000
　中浦第 2工区地区 4,574,000
　上中山地区 1,060,100
　佐々木地区 3,888,800
　中浦第 1工区地区 6,773,400
　豊浦工区地区 2,956,100

賦課金収入 31,604,600
　松浦地区 7,014,500
　荒川地区 1,786,700
　西江地区 3,551,000
　中浦第 2工区地区 4,574,000
　上中山地区 1,060,100
　佐々木地区 3,888,800
　中浦第 1工区地区 6,773,400
　豊浦工区地区 2,956,100

繰越金
68,804,300
繰越金
68,804,300

補助金等収入 9,410,000補助金等収入 9,410,000

借入金収入
134,295,000
借入金収入
134,295,000

寄付金収入 10,000寄付金収入 10,000

受託料収入 13,946,000受託料収入 13,946,000
雑収入 354,100雑収入 354,100

一般会計繰出額
14,520,000
一般会計繰出額
14,520,000

予備費
68,715,000
予備費
68,715,000

支出
単位：円

圃場整備費支出（会議旅費等） 19,216,000
高度土地利用調査・調整事業費 990,000
経営体育成促進換地等調整事業費 13,823,000
調査計画事業費  600,000

圃場整備費支出（会議旅費等） 19,216,000
高度土地利用調査・調整事業費 990,000
経営体育成促進換地等調整事業費 13,823,000
調査計画事業費  600,000

R2補正・R3分担金分借入金 134,295,000
　松浦地区 56,610,000
　荒川地区 31,485,000
　西江地区 9,400,000
　中浦第 2工区地区 15,375,000
　上中山地区 6,015,000
　佐々木地区 15,410,000

R2補正・R3分担金分借入金 134,295,000
　松浦地区 56,610,000
　荒川地区 31,485,000
　西江地区 9,400,000
　中浦第 2工区地区 15,375,000
　上中山地区 6,015,000
　佐々木地区 15,410,000

高度土地利用調査・調整事業 533,000
経営体育成促進換地等調整事業 8,877,000
高度土地利用調査・調整事業 533,000
経営体育成促進換地等調整事業 8,877,000

県営事業分担金 134,295,000
県営調査計画分担金 5,200,000
その他負担金 1,065,000

県営事業分担金 134,295,000
県営調査計画分担金 5,200,000
その他負担金 1,065,000

負担金等
140,560,000
負担金等
140,560,000

収入
単位：円

土地改良事業収入
72,239,100
土地改良事業収入
72,239,100

土地改良事業費
94,245,900
土地改良事業費
94,245,900

維持管理費支出　　66,230,000
適正化事業費支出　 19,800,100
適正化事業拠出金支出　  6,215,800
委託業務費支出　　  2,000,000

維持管理費支出　　66,230,000
適正化事業費支出　 19,800,100
適正化事業拠出金支出　  6,215,800
委託業務費支出　　  2,000,000

賦課金収入　69,229,900
負担金収入　   3,009,200
賦課金収入　69,229,900
負担金収入　   3,009,200

繰越金
30,196,340
繰越金
30,196,340

補助金等収入
150,000
補助金等収入
150,000

雑収入
451,500
雑収入
451,500
受託料収入
2,418,060
受託料収入
2,418,060

一般会計繰入金
33,870,000
一般会計繰入金
33,870,000

交付金収入
17,820,000
交付金収入
17,820,000

負担金等
2,410,000
負担金等
2,410,000

一般会計繰出額
49,696,500
一般会計繰出額
49,696,500

予備費
10,792,600
予備費
10,792,600

支出
単位：円

（単位：円） （単位：円）

� （単位：円）� （単位：円）
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国営土地改良事業「加治川用水地区」

加治川用水の安定供給と 　施設の長寿命化に向けて
　

加
治
川
用
水
地
区
は
平
成

24
年
の
着
工
以
来
9
年
が
経

過
し
、
令
和
2
年
度
末
で
約

8
割
の
進
捗
率
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

令
和
3
年
度
も
引
き
続
き

内
の
倉
ダ
ム
を
は
じ
め
主
要

施
設
の
工
事
を
行
う
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。（
下
図

の
と
お
り
）

　

豊
浦
郷
土
地
改
良
区
管
内

に
お
け
る
工
事
の
状
況
は
、

松
岡
た
め
池
建
設
工
事
（
本

体
）
が
本
年
6
月
で
終
了
し
、

今
年
度
は
た
め
池
周
辺
整
備

工
事
を
行
い
、
令
和
4
年
春

か
ら
の
試
験
湛
水
に
向
け
最

終
段
階
に
入
り
ま
し
た
。

　

乙
見
江
支
線
用
水
路
で
は
、

令
和
2
年
度
に
2
号
サ
イ
ホ

ン
の
改
修
工
事
を
行
い
、
新

発
田
城
ゴ
ル
フ
場
側
に
移
設

改
修
し
、
今
年
度
は
既
設
サ

イ
ホ
ン
の
撤
去
を
い
た
し
ま

す
。
3
号
サ
イ
ホ
ン
（
法
正

橋
～
動
木
橋
）
に
つ
い
て
は
、

サ
イ
ホ
ン
か
ら
開
水
路
に
水

路
形
式
を
変
更
し
、
併
せ
て
、

松
浦
地
区
ほ
場
整
備
事
業
と

連
携
し
な
が
ら
路
線
の
変
更

を
予
定
し
て
お
り
、
今
年
度

は
設
計
業
務
を
行
う
予
定
で

あ
り
ま
す
。

令和３年度工事実施予定

松岡ため池　～令和3年 6月　ため池本体工事が終了～
【今後は周辺整備工事の実施、令和４年から試験湛水を予定】

H29 H30 H31
（R1） R2 R3 R4 R5

松岡ため池建設工事 試験湛水

周辺整備

水管理施設

ため池周辺道路の舗装及び安全柵など、
ため池周辺の整備工事を行います。

実際にため池に水を貯めて、水位を下げるまでの一連の操作を
行い、ため池の安全性を確認します。

ため池を運用・管理するための施設の製作・
設置を行います。

令和 3年 5月時点航空写真

泥岩掘削斜面

貯水池

堤体
取水施設

洪水吐

松岡川
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国営土地改良事業「加治川用水地区」

加治川用水の安定供給と 　施設の長寿命化に向けて

乙見江支線用水路　～２号サイホン移設改修工事が完了～
【今後は３号サイホン改修に向けた設計を予定】

出典：北陸農政局加治川二期農業水利事業所作成資料（令和３年５月）を加工して作成

令和３年度業務実施
令和４年度以降施工

（R2）乙見江支線用水路（その８）改修工事

（R3）乙見江支線用水路既設サイホン撤去他工事

施工前 施工後

既設サ
イホン

撤去区
間

改修工事区画（
開水路）

新発田城ゴルフ場

（R2）
乙見江支線用水路
落差工他改修工事

加治川第一頭首工　～左岸側工事、新管理棟改修が完了～
【令和３年度は右岸側、洪水吐ゲートの工事を予定】

施工済
未施工

状況写真（R2.12）
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令和 3 年度 農業農村　　整備事業実施予定

「豊浦郷水管理センター」
　土地改良施設維持管理適正化事業
　老朽化による防水補修
　・建物窓面台防水補修　１式

「県営松岡用水路」
　土地改良施設維持管理適正化事業
　老朽化によるゲート補修
　・第２号サイホン調整ゲート
　　扉体整備　１式

「松浦地区」ほ場整備
　県営経営体育成基盤整備事業
　・区画整理工事　A=35ha

「荒川地区」ほ場整備
　県営経営体育成基盤整備事業
　・地区外排水路工　１式

「豊浦郷地区」かんがい排水事業
　県営かんがい排水事業
　・水管理システム　１式

「上中山地区」ほ場整備
　県営経営体育成基盤整備事業
　・地区境界測量　１式

「中浦第２工区地区」ほ場整備
　県営経営体育成基盤整備事業
　・地区境界測量　１式

「西江地区」ほ場整備
　県営経営体育成基盤整備事業
　・地区境界測量　１式
　・実施測量設計　１式
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令和 3 年度 農業農村　　整備事業実施予定

「豊浦工区地区」ほ場整備
　県営農業農村整備事業調査計画
　・計画概要策定 他　１式

「奥右衛門川排水路」
　国営付帯県営かんがい排水事業
　　と併せ行う農地防災排水事業
　阿賀野川右岸（１期）地区
　・排水路工事　L=60 ｍ

「中浦第１工区第４揚水機場」
　土地改良施設維持管理適正化事業
　老朽化によるポンプ取替
　・ポンプ取替 １台

「中浦第１工区地区」ほ場整備
　県営農業農村整備事業調査計画
　・計画概要策定 他　１式

「下興野頭首工」
　土地改良施設維持管理適正化事業
　老朽化によるゲート補修
　・左岸取水ゲート補修　１式

「佐々木地区」ほ場整備
　県営経営体育成基盤整備事業
　・地区境界測量　１式

「万十郎川排水路」
　国営付帯県営かんがい排水事業
　　と併せ行う農地防災排水事業
　阿賀野川右岸１期地区
　・実施測量設計　１式

「万十郎川排水機場」
　国営付帯県営かんがい排水事業
　　と併せ行う農地防災排水事業
　阿賀野川右岸１期地区
　・遊水池工　１式
　・排水路切替工事　1 式

「吹切川排水路」
　国営付帯県営かんがい排水事業
　　と併せ行う農地防災排水事業
　阿賀野川右岸第２地区
　・排水路工事　L=60 ｍ
　・県道横断工　１式
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平
成
25
年
度
着
工
以
来
8
年
が
経
過
し
、
令
和

2
年
度
末
で
区
画
整
理
済
面
積
は
地
区
の
7
割
に

達
し
、
残
工
区
は
浦
地
区
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
東
部
地
区
で
は
、
県
営
湛
水
防
除
事
業

新
発
田
東
部
二
期
地
区
導
水
路
工
事
に
関
連
し
、

未
施
工
で
あ
っ
た
六
日
町
～
主
要
地
方
道
住
吉
上

館
線
間
の
区
画
整
理
工
事
が
実
施
中
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
松
岡
地
区
で
は
、
松
岡
た
め
池
建
設
工

事
完
了
に
よ
り
、
同
工
事
関
連
の
未
施
工
地
域
の

区
画
整
理
工
事
が
実
施
中
で
あ
り
ま
す
。
両
地
区

と
も
現
在
実
施
中
の
工
事
が
完
了
す
る
と
全
域
に

て
区
画
整
理
済
と
な
り
ま
す
。

　

浦
地
区
で
は
、
乙
見
江
支
線
用
水
路
第
2
号
サ

イ
ホ
ン
工
事
関
連
の
大
崎
～
浦
間
の
区
画
整
理
工

事
が
実
施
中
で
あ
り
、
残
す
は
国
道
290
号
下
流
部

と
な
り
ま
す
が
、
埋
蔵
文
化
財
及
び
第
3
号
サ
イ

ホ
ン
工
事
と
の
調
整
が
残
っ
て
お
り
、
早
期
の
着

手
に
向
け
準
備
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
3
年
度
は
、事
業
費
約
6
億
3
千
万
円（
Ｒ

2
補
正
＋
Ｒ
3
当
初
）
で
現
在
行
っ
て
い
る
区
画

整
理
工
事
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

東
部
地
区　
湛
水
防
除
事
業
（
天
辻
川
排
水
路
）
隣
接
の

�

六
日
町
耕
地
の
区
画
整
理
工
事
に
着
手

浦
地
区　
大
崎
〜
浦
間
の
区
画
整
理
工
事
を
実
施
中

松
岡
地
区　
松
岡
た
め
池
周
辺
部
の

　
　
　
　
　
　
　

�

区
画
整
理
工
事
を
実
施
中

県営経営体育成基盤整備事業　松浦地区

真
木
山

１
級
河
川
松
岡
川

松岡ため池

国
道

29
0

号

小坂地区

荒川地区

米倉地区

１級河川芋卸江川

芋卸江川
乙見江支線用水路

天辻川排水路

下新保導水路

乙見江支線用水路

八幡
バイパス

区画整理工事完了

区画整理工事完了

竣　工 着手前

松岡集落
松岡集落

松岡前郷耕地

新発田城ゴルフ場

国
営

乙
見

江
支

線
用

水
路

２
号

サ
イ

ホ
ン

改
修

工
事

松岡川

松岡川

国道 290 号
国道 290 号

ほ 場 整 備  の う ご き

区画整理工事未実施

五十公野　
バイパス

五十公野地区

芋卸江川
（河川法
　第20条
　工事）

区画整理工事完了

第 29 次工事
A=2.9ha
㈱新和組

第 26 次工事
A=7.4ha
㈱石井組

第 28 次工事
A=7.8ha
㈱水倉組

第 31-1 次工事
A=6.2ha
㈱岩村組

第 30 次工事
A=6.7ha
㈱石井組

第 27 次工事
A=4.0ha
㈱菊地組

第 26 次工事全景
大崎

浦
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平
成
28
年
度
着
工
以
来
5
年
が
経
過
し
、
令
和

2
年
度
末
で
区
画
整
理
済
面
積
は
9
割
に
達
し
ま

し
た
。

　

令
和
2
年
度
末
で
、
国
道
２
９
０
号
下
流
部
は

全
て
区
画
整
理
工
事
が
完
了
し
、
今
春
よ
り
荒
川

地
区
ほ
ぼ
全
域
で
大
区
画
で
の
作
付
け
が
始
ま
り

ま
し
た
。
現
在
、
荒
川
集
落
内
を
通
っ
て
い
る
排

水
路
（
池
ノ
平
川
）
を
実
施
中
で
あ
り
、
周
辺
の

皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

令
和
3
年
度
は
、事
業
費
約
3
億
３
千
万
円（
Ｒ

2
補
正
＋
Ｒ
3
当
初
）
で
現
在
実
施
中
の
排
水
路

工
事
と
軟
弱
地
盤
区
域
の
暗
渠
排
水
工
事
を
予
定

し
て
お
り
、
今
後
は
、
残
っ
て
い
る
国
道
２
９
０

号
上
流
区
域
の
区
画
整
理
工
事
と
暗
渠
排
水
工
事

を
順
次
進
め
て
、
早
期
の
事
業
完
了
を
目
指
し
ま

す
。 地

区
の
９
割

区
画
整
理
工
事
が
完
了

県営経営体育成基盤整備事業　荒川地区
ほ 場 整 備  の う ご き

松浦地区
（松岡道下耕地）

国道
29

0 号

一級河川荒川川

月岡温泉

瑞波集落

区画整理工事完了

区画整理工事完了

区画整理工事未実施

区画整理工事未実施

区画整理工事完了

排水路工事
L=530m

荒川集落

荒川川
荒川川

松浦地区（松岡道下耕地）松浦地区（松岡道下耕地）

荒川集落
荒川集落

国
道

29
0号

国道 290 号

荒川川右岸側耕地

　用水バルブを閉める際、小枝やゴミが蓋に引っ
かかり全閉にできず水が漏れる場合があります。
　ゴミ等を取り除かず、力任せにバルブを閉める
とバルブが破損してしまいます。
　引渡し後のバルブ破損は個人負担となりますの
で、バルブを強く閉めすぎないようご注意下さい。

ゴミ等が引っかかった場合は
①　バルブを全開にして、小枝やゴミを取り除く。
②　バルブを全閉する。

松浦地区、荒川地区　用水バルブの閉めすぎ注意について

破損状況

※①②を行っても水が漏れる場合は土地改良区までご連絡下さい。

竣　工 着手前
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西
江
地
区
は
令
和
２
年
度
新
規
着
工
地
区
と
し

て
採
択
を
受
け
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す

が
、
事
業
完
了
ま
で
ほ
場
整
備
事
業
を
円
滑
に
進

め
て
い
く
た
め
、
受
益
関
係
者
か
ら
換
地
評
価
委

員
・
工
事
委
員
・
互
助
営
農
委
員
（
下
表
の
と
お

り
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
各
委
員
会
に
お
い
て
、
換
地
、
工
事
、

営
農
に
関
す
る
実
務
作
業
を
行
い
、
受
益
関
係
者

の
皆
様
と
県
・
業
者
を
つ
な
ぐ
「
地
元
の
窓
口
」

と
な
り
ま
す
。

　

令
和
3
年
度
は
、
事
業
費
約
6
千
万
円
（
Ｒ
2

補
正
＋
Ｒ
3
当
初
）
で
地
区
境
界
測
量
を
実
施
中

で
あ
り
、
今
後
は
、
地
権
者
の
皆
様
と
境
界
立
会

い
を
実
施
し
た
う
え
で
地
区
境
界
を
確
定
し
、
実

施
設
計
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
早
期
の
工

事
着
手
及
び
第
2
期
地
区
の
採
択
へ
向
け
作
業
を

進
め
て
参
り
ま
す
。

～今後は新たな委員会にて事業を円滑に進めて参ります～

県営経営体育成基盤整備事業　西江地区
地区境界測量を実施中　〜今後 実施設計へ〜

換
地
評
価
委
員
会

二
瓶　

幸
一　

北
蓑
口

古
田　

初
男　

北
蓑
口

大
谷　

智
成　

北
蓑
口

古
田　

光
浩　

北
蓑
口

田
辺　

恒
夫　

北
蓑
口

谷
澤　

栄
一　

北
蓑
口

髙
野　

清
次　

北
蓑
口

田
辺　
　

亮　

北
蓑
口

大
柴　

孝
一　

西
宮
内

苅
谷　

恒
夫　

西
宮
内

桑
野　
　

豊　

西
宮
内

佐
々
木
正
記　

西
宮
内

樋
口　

克
宏　

西
宮
内

苅
谷
四
之
八　

西
宮
内

樋
口　

秀
幸　

西
宮
内

野
本　

重
八　

日　

渡

髙
山　

永
一　

日　

渡

福
田　

精
作　

日　

渡

渡
邉　

智
明　

日　

渡

髙
橋　

正
平　

日　

渡

髙
橋　

保
夫　

日　

渡

髙
橋　

耕
一　

日　

渡

藤
井　

三
郎　

則　

清

髙
山　
　

努　

則　

清

小
野　
　

敏　

則　

清

野
口　

昭
雄　

則　

清

宮
野　
　

昭　

則　

清

渡
邉
與
一
郎　

曽　

根

磯
部　

隆
一　

曽　

根

小
柳　
　

博　

曽　

根

小
柳　

良
幸　

曽　

根

佐
藤　

幸
栄　

上
中
沢

塩
原
佐
千
夫　

上
中
沢

佐
藤　
　

功　

上
中
沢

梅
津　

秋
男　

上
中
沢

佐
藤　

厚
己　

西
蓑
口

田
辺　

勇
一　

西
蓑
口

大
﨑　

秀
一　

西
蓑
口

笠
井　

一
雄　

二
ツ
堂

加
藤　

雅
之　

二
ツ
堂

藤
井
六
衛
門　

弓　

越

加
藤　

隆
一　

中
木
戸

�

42
名

工
事
委
員
会

二
瓶　

幸
一　

北
蓑
口

大
谷　

智
成　

北
蓑
口

古
田　

光
浩　

北
蓑
口

髙
野　

清
次　

北
蓑
口

大
柴　

孝
一　

西
宮
内

苅
谷　

恒
夫　

西
宮
内

桑
野　
　

豊　

西
宮
内

佐
々
木
正
記　

西
宮
内

樋
口　

克
宏　

西
宮
内

苅
谷
四
之
八　

西
宮
内

樋
口　

秀
幸　

西
宮
内

野
本　

重
八　

日　

渡

髙
山　

永
一　

日　

渡

福
田　

精
作　

日　

渡

渡
邉　

智
明　

日　

渡

髙
橋　

正
平　

日　

渡

髙
橋　

保
夫　

日　

渡

髙
橋　

耕
一　

日　

渡

藤
井　

三
郎　

則　

清

髙
山　
　

努　

則　

清

小
野　
　

敏　

則　

清

野
口　

昭
雄　

則　

清

宮
野　
　

昭　

則　

清

渡
邉
與
一
郎　

曽　

根

磯
部　

隆
一　

曽　

根

小
柳　
　

博　

曽　

根

小
柳　

良
幸　

曽　

根

佐
藤　

幸
栄　

上
中
沢

塩
原
佐
千
夫　

上
中
沢

佐
藤　
　

功　

上
中
沢

佐
々
木
英
夫　

西
蓑
口

那
須
野
智
夫　

西
蓑
口

佐
藤　

洋
介　

西
蓑
口

笠
井　

一
雄　

二
ツ
堂

田
中　

耕
平　

二
ツ
堂

藤
井
六
衛
門　

弓　

越

加
藤　

隆
一　

中
木
戸

�

37
名

互
助
営
農
委
員
会

二
瓶　

幸
一　

北
蓑
口

古
田　

初
男　

北
蓑
口

古
田　

光
浩　

北
蓑
口

田
辺　

恒
夫　

北
蓑
口

谷
澤　

栄
一　

北
蓑
口

田
辺　
　

亮　

北
蓑
口

大
柴　

孝
一　

西
宮
内

苅
谷　

恒
夫　

西
宮
内

桑
野　
　

豊　

西
宮
内

佐
々
木
正
記　

西
宮
内

樋
口　

克
宏　

西
宮
内

苅
谷
四
之
八　

西
宮
内

樋
口　

秀
幸　

西
宮
内

野
本　

重
八　

日　

渡

髙
山　

永
一　

日　

渡

福
田　

精
作　

日　

渡

渡
邉　

智
明　

日　

渡

髙
橋　

正
平　

日　

渡

髙
橋　

保
夫　

日　

渡

髙
橋　

耕
一　

日　

渡

藤
井　

三
郎　

則　

清

髙
山　
　

努　

則　

清

小
野　
　

敏　

則　

清

野
口　

昭
雄　

則　

清

宮
野　
　

昭　

則　

清

渡
邉
與
一
郎　

曽　

根

磯
部　

隆
一　

曽　

根

小
柳　
　

博　

曽　

根

小
柳　

良
幸　

曽　

根

佐
藤　

幸
栄　

上
中
沢

塩
原
佐
千
夫　

上
中
沢

佐
藤　
　

功　

上
中
沢

三
田
村
啓
二　

西
蓑
口

鈴
木　

雄
一　

西
蓑
口

佐
藤　

雅
史　

西
蓑
口

笠
井　

一
雄　

二
ツ
堂

藤
井
六
衛
門　

弓　

越

�

37
名

○換地評価委員会
　・換地並びに土地評価の基準を定め、土地の評価及び換地原案の作成を行う。
　・区画整理工事実施後に一時利用地の指定を行う。
　・換地計画確定の決議をする。
　※土地評価や換地原案作成など換地の作業については、委員会の責任において決定する。
　　（指導機関：新潟県土地改良事業団体連合会 換地部） 

○工事委員会
　・工事に関する集落内要望の集約や現場立会など、設計並びに工事に関する検討を行う。
　・工事中は段階確認の立会等を行い、工事完了の際の引渡し検査などを行う。 

○互助営農委員会
　・工事中の作付補償及び一時利用地の指定に伴う作付補償に関する調整、検討を行う。
　・西江地区の営農計画や担い手に関する検討を行う。

一級河川新
発田川

一級河川太田川

日本
海

東北
自動
車道

新発田市街地

北蓑口西蓑口

1 期採択

則清

曽根

上中沢
日渡

南バイパス（R460）

白新線

西宮内

西新発田駅
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令
和
2
年
12
月
よ
り
土
地
改
良
法
に
基
づ
く
手
続
き

（
県
営
土
地
改
良
事
業
施
行
申
請
）
を
行
っ
て
参
り
ま

し
た
、「
中
浦
第
2
工
区
地
区
」「
上
中
山
地
区
」「
佐
々

木
地
区
」
は
、
令
和
3
年
4
月
15
日
付
（
中
浦
第
2
工

区
、
上
中
山
）、
及
び
5
月
6
日
付
（
佐
々
木
）
で
手

続
き
が
完
了
し
、
同
日
付
け
で
事
業
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

採
択
は
県
の
方
針
で
「
分
割
採
択
」
と
な
り
、
面
積

に
応
じ
5
分
割
（
中
浦
第
2
工
区
、
佐
々
木
）
及
び
3

分
割
（
上
中
山
）
と
な
り
ま
し
た
。
但
し
、
2
期
以
降

の
採
択
に
つ
い
て
は
、
未
定
（
分
割
数
、
面
積
等
）
で

あ
り
、
あ
く
ま
で
も
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

事
業
の
実
施
方
針
に
つ
き
ま
し
て
は
、
1
期
地
区
で

全
体
の
地
区
境
界
測
量
や
実
施
設
計
、
換
地
作
業
な
ど
、

全
体
の
工
事
を
行
う
た
め
の
作
業
と
採
択
地
域
の
工
事

を
行
い
、
2
期
地
区
以
降
の
採
択
は
地
区
全
体
の
工
事

が
切
れ
目
な
く
行
わ
れ
る
よ
う
、
地
区
採
択
及
び
工
事

関
連
の
予
算
措
置
が
行
わ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
最
終
採
択
地
区
で
、
換
地
処
分
や
確
定
測
量
が
盛

り
込
ま
れ
事
業
完
了
と
な
る
予
定
で
す
。

　

令
和
3
年
度
は
3
地
区
と
も
地
形
図
作
成
及
び
地
区

境
界
測
量
を
地
区
全
体
に
対
し
て
行
い
、
来
年
度
以
降

は
詳
細
な
実
施
設
計
作
業
を
予
定
し
て
お
り
、
早
期
の

工
事
着
手
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

同意徴集へのご理解とご協力ありがとうございました。

　

令
和
２
年
度
よ
り
調
査
事
業
を
実
施
中

の
「
中
浦
第
1
工
区
地
区
」「
豊
浦
工
区

地
区
」
は
、
今
年
度
よ
り
本
格
的
な
計
画

概
要
の
策
定
作
業
を
実
施
し
ま
す
。
本
年

末
よ
り
県
当
局
に
お
い
て
事
業
採
択
に
向

け
た
打
合
せ
等
を
実
施
し
、
令
和
４
年
度

に
予
定
し
て
い
る
本
同
意
徴
集
に
向
け
た

作
業
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

一
方
、
計
画
地
区
の
「
佐
々
木
北
部
地

区
」
は
、
新
発
田
市
へ
農
業
農
村
整
備
事

業
調
査
計
画
（
Ｎ
Ｎ
事
業
管
理
計
画
）
登

載
の
申
請
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、

昨
年
に
県
よ
り
示
さ
れ
た
新
規
調
査
地
区

の
進
め
方
の
方
針
に
よ
り
、
早
く
て
も
令

和
７
年
度
以
降
の
調
査
着
手
と
な
り
ま
す
。

引
き
続
き
調
査
事
業
着
手
に
向
け
て
県
・

市
当
局
と
調
整
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

ほ場整備事業　新規調査地区・計画地区

県営経営体育成基盤整備事業
「中浦第２工区地区」「上中山地区」「佐々木地区」
令和３年度新規着工　〜採択方式は「分割採択」〜

西江地区
（実施・Ｒ 2～）

③佐々木北部地区
（計画）

佐々木地区
（実施・Ｒ 3～）

中浦第２工区地区
（実施・Ｒ 3～）

①中浦第１工区地区
（調査）

②豊浦工区地区
（調査）

荒川地区
（実施・Ｈ 28～）

上中山地区
（実施・Ｒ 3～）

松浦地区
（実施・Ｈ 25～）

番号 地区名 受益面積
（ha）

調査
年度

着工
予定 付　記

① 中浦第１工区地区 341.1 R1～R4 R5 調査計画実施中
② 豊浦工区地区 150.3 R1～R4 R5 調査計画実施中
③ 佐々木北部地区 123.6 R7以降 R10以降 NN計画へ登載申請中

佐々木地区
１期

１期

１期

２期中道
両新田

砂山

見城

本村

増川

中居

月岡温泉
中ノ目新田

下中ノ目

乗廻

鳥穴

２期

２期

２期

３期

３期

３期

３期

４期

４期

５期

５期

上中山地区 中浦第 2 工区地区

今後 実施する作業
・地形図作成：実施設計、換地業務、工事実施に活用する地形図を作成します。
・地区境界測量：事業を実施する区域を確定するため、現地に境界杭を設置します。

事業費 44,000 千円
（R2 補正＋ R3 当初）

事業費 19,000 千円
（R2 補正＋ R3 当初）

事業費 52,300 千円
（R2 補正＋ R3 当初）
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県営かんがい排水事業と併せ行う農地防災排水事業
阿賀野川右岸１期・第２地区

　

阿
賀
野
川
右
岸
1
期
地
区
、
万
十
郎
川
排
水

機
場
は
昨
年
度
末
で
機
場
本
体
工
事
が
完
了
し
、

今
春
か
ら
本
格
的
に
稼
働
し
て
お
り
ま
す
。
そ

れ
に
伴
い
、
佐
々
木
南
部
排
水
機
場
が
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。
昨
年
12
月
、
県
よ
り
当
改
良
区
が

新
機
場
の
仮
管
理
委
託
を
受
託
し
、
操
作
員
を

新
た
に
配
し
管
理
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
豪
雨

時
に
お
け
る
流
域
の
湛
水
被
害
解
消
の
た
め
機

能
を
発
揮
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
3
年
度
の
工
事
予
定
と
し
て
、
万
十
郎

川
排
水
機
場
は
、
柳
曲
排
水
路
の
切
替
工
事
を

予
定
し
て
お
り
、
令
和
4
年
度
か
ら
は
柳
曲
排

水
機
場
流
域
も
加
わ
り
、
計
画
流
域
全
体
の
排

水
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

奥
右
衛
門
川
排
水
路
は
、
天
王
集
落
内
（
市

島
邸
脇
）
の
昨
年
度
施
行
箇
所
上
流
部
60
ｍ
程

度
の
工
事
及
び
家
屋
調
査
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。

　

同
第
2
地
区
吹
切
川
排
水
路
は
、
県
道
豊
栄

天
王
線
の
県
道
横
断
工
を
施
工
中
で
あ
り
、
併

せ
て
上
流
部
の
集
落
内
の
護
岸
工
事
と
、
市
道

横
断
工
又
は
水
路
護
岸
工
事
を
行
う
予
定
と
し

て
お
り
、
早
期
完
了
に
向
け
て
工
事
を
進
め
て

参
り
ま
す
。

　

令
和
3
年
度
事
業
費
（
Ｒ
2
補
正
＋
Ｒ
3
当

初
）
は
、
万
十
郎
川
排
水
機
場
が
3
千
万
円
、

奥
右
衛
門
川
排
水
路
が
約
2
億
5
千
万
円
、
吹

切
川
排
水
路
が
約
1
億
9
千
万
円
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

万十郎川排水機場
排水ポンプ × ３台

吹切川排水路
既設県道橋撤去　基礎杭引抜

旧小里川排水路

関屋大川排水機場

旧小里川

駒林川

阿賀野川

国道 460 号

国道 49 号

ＪＲ水原駅

羽越本線

ＪＲ豊栄駅

白新線

新
井
郷
川

日
本
海
東
北
自
動
車
道

福島潟放水路

新発田市街国道 290 号

国
道
７
号

内沼排水路

福島潟承水路

大沼排水機場

長浦岡方排水機場

新井郷川排水機場

塚田川

万十郎川排水機場

奥
右
衛
門
川
排
水
路

吹
切
川
排
水
路

排水路工 約 60 ｍ
家屋調査（事前）１式 排水路工 L=60m

県道横断工 １式
市道横断工 １式 など

排水路設計 １式

遊水池工 １式
排水路切替工事 １式など福

島
潟

放水路右岸排水機場
福島潟２号排水機場

万十郎川排水路

阿賀野川右岸地区　令和３年度の実施内容
（豊浦郷土地改良区関係分のみ）

阿賀野川右岸１期地区 〈H21 〜 R4〉
塚田川 L=1,415m
奥右衛門川排水路 L=1,925m
万十郎川排水路 L=3,081m
万十郎川排水機場 1 箇所
阿賀野川右岸第２地区 〈H24 〜 R5〉
吹切川排水路 L=1,686m

阿賀野川右岸第 3 地区 〈H26 〜 R3〉
旧小里川排水路 L=1,563m
関屋大川排水機場 1 箇所
放水路右岸排水機場 1 箇所
福島潟 2 号排水機場 1 箇所

凡　　　例
排 水 路（１期地区）
排水機場（１期地区）
排 水 路（第２地区）
排水機場（第２地区）
排 水 路（第３地区）
排水機場（第３地区）
排 水 路（国営事業）
排水機場（国営事業）

ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ
改修済

市島邸

福島潟

ﾌﾞﾛｯｸﾏｯﾄ護岸
改修済

奥右衛門川排水路　空撮（令和 3年 4月撮影）

Ｒ 3以降改修



63号 水土里ネットとようらごう23

水は大切な資源です
上・下流公平に行きわたるように用水の使用と

節水にご協力をお願いいたします。

6 月
日 月 火 水 木 金 土
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

7 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

8 月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

※８月下旬以降の日程については、天候により変更の可能性があります。

9 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9

通水日 断水日

通水日 断水日

通水日 断水日

通水日 断水日

令和３年度  輪番制カレンダー
加 治 川 用 水

用水路や周辺にゴミを捨てない！飛散物を置かない！
水路内のゴミを減らすことができます。

※ 6 月 10 日（木）午後 7 時から第 1 頭首工
　より取水開始（48 時間交替）
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農業・農村の有する多面的　 機能の維持・発展を図るために農業・農村の有する多面的　 機能の維持・発揮を図るために

　

土
地
改
良
区
は
、
組
合
員
や
多
面
的
機
能
支

払
制
度
活
動
組
織
な
ど
の
維
持
管
理
活
動
を
支

援
す
る
た
め
、
乗
用
草
刈
機
や
ト
ラ
ク
タ
ー
用

ア
ー
ム
式
草
刈
機
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
な
ど
の
農

業
用
機
械
の
貸
出
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
グ
レ
ー
ダ
ー
に
よ
る
農
道
補
修
も
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　

機
械
の
貸
出
・
グ
レ
ー
ダ
ー
農
道
補
修
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
の
お
申
込
み
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
土
地

改
良
区
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

豊
浦
郷
土
地
改
良
区
管
内

で
は
、
32
活
動
組
織
、
約
３
，

２
０
０
ha
、
総
額
１
億
5
千

万
円
に
よ
り
、
農
用
地
、
水

路
、
農
道
等
の
保
全
管
理
が

地
域
の
共
同
活
動
に
よ
り
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
草
刈
り
、

水
路
の
泥
上
げ
、
農
道
の
砂

利
敷
き
の
他
に
、
農
業
用
施

設
の
補
修
、
農
用
地
や
施
設

を
活
用
し
た
植
栽
活
動
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
て
の
活
動
組
織
は
、
新

発
田
市
多
面
的
機
能
支
払
制

度
広
域
協
定
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
広
域
協
定
に
は
新
発

田
市
内
の
全
５
土
地
改
良
区

が
参
加
し
、
総
額
５
億
円
規

模
に
よ
り
市
内
の
ほ
ぼ
全
域

に
て
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

各
土
地
改
良
区
は
、
事
務

局
業
務
を
受
託
し
、
交
付
金

の
配
分
や
制
度
内
容
の
相
談
、

連
絡
な
ど
地
域
の
共
同
活
動

に
対
し
て
幅
広
い
支
援
を
心

が
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
が
有
効
に
活
用
さ

れ
、
地
域
が
活
性
化
さ
れ
る

よ
う
土
地
改
良
区
は
サ
ポ
ー

ト
し
て
参
り
ま
す
。

機械名称 単位 使用料
（消費税込） 備考

ハンマーナイフモア １日 24,000 円 半日使用の場合は
使用料半額

小型乗用草刈機 １時間 1,500 円 1時間未満の使用は
1時間とする

ラジコン式草刈機 １時間 2,000 円 　　　〃
トラクター用アーム式
草刈機（トラクター付） １日 30,000 円 半日使用の場合は

使用料半額
トラクター
（フロントローダー付） １日 16,000 円 　　　〃

トラクター
（ロータリー付） １日 20,000 円 　　　〃

軽トラック １日 5,000 円 　　　〃

チェーンソー １日 3,000 円

肩掛式刈払機 １日 2,000 円 替刃は借受人の負担

ハンマーナイフモア
（24,000 円／日）

ラジコン式草刈機
（2,000 円／時間）

トラクター用アーム式草刈機（トラクター付）
（30,000 円／日）

ゲート類等の保守管理

施設等の定期的な巡回点検・清掃

鳥獣害防護柵等の保守管理

農用地等を活動した景観形成活動

グレーダー農道補修

広報活動

農用地、水路、農道の草刈り 水路の泥上げ 農道の砂利敷き

農
業
用
機
械
の
貸
出
・

　
　
グ
レ
ー
ダ
ー
農
道
補
修

�

に
つ
い
て
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農業・農村の有する多面的　 機能の維持・発展を図るために農業・農村の有する多面的　 機能の維持・発揮を図るために
新発田市多面的機能支払制度広域協定

※各活動組織への令和３年度交付額は、令和２年度と同程度です。（長寿命化を除く）

令和２年度　管内活動組織の収支状況
活動組織名 取組集落

収入額 支出額 収入に対
する支出

割合

次年度
繰越額配分額 調整額 日当 購入・リース費 外注費 その他

三悠乙見江地区農地保全会 切梅・二ツ堂・竹ケ花・
池ノ端・下中ノ目・西蓑口 13,760,393 13,760,393 0 13,488,424 4,373,095 4,814,250 2,020,424 2,280,655 98.02% 271,969

太斎地区農地保全会 上荒町・太斎・久保・
佐々川 4,025,907 2,746,418 1,279,489 4,025,907 669,000 477,697 2,411,364 467,846 100.00% 0

小坂地区農地保全会 赤橋・小坂・小友・
浦新田・浦 7,450,758 8,252,184 -801,426 7,363,668 1,637,000 1,876,442 2,878,656 971,570 98.83% 87,090

本田地区農地保全会
興野・上本田・下本田・
八万・中ノ通・天王の一部・
滝沢の一部（旧本田土改地区）

16,531,453 16,531,453 0 16,244,659 2,244,000 3,874,165 9,330,977 795,517 98.27% 286,794

佐々木川西江保全会 北蓑口・西宮内・則清・
日渡・曽根 6,427,396 6,840,320 -412,924 6,022,360 2,348,000 1,949,796 1,276,191 448,373 93.70% 405,036

佐々木地区
環境保全協議会

佐々木・下興野・上中沢・
飯島甲・飯島乙・砂山・鳥
穴・両新田

30,084,997 30,084,997 0 29,899,560 7,606,500 4,109,600 14,419,926 3,763,534 99.38% 185,437

荒町下区農業保全会 下荒町 938,783 938,783 0 869,663 310,000 250,920 142,086 166,657 92.64% 69,120

戸板沢農地保全会 戸板沢 592,283 702,853 -110,570 527,277 87,500 254,400 106,377 79,000 89.02% 65,006

動木橋環境保全会 動木橋 1,226,773 1,226,773 0 1,204,171 533,000 364,250 0 306,921 98.16% 22,602

大伝本村農地保全会 大伝本村・横堀 466,884 427,350 39,534 466,884 176,500 112,260 64,680 113,444 100.00% 0

中ノ目新田農地保全会 中ノ目新田 3,715,837 3,715,837 0 3,634,159 1,135,630 413,026 1,592,876 492,627 97.80% 81,678

乙次農村環境保全隊 乙次（下飯塚の一部含） 1,613,663 1,613,663 0 1,513,616 251,000 713,680 72,000 476,936 93.80% 100,047

吉浦農地保全会 吉浦（下飯塚の一部含） 1,881,450 1,881,450 0 1,858,012 486,000 764,730 290,860 316,422 98.75% 23,438

大沢農地保全会 大沢（下飯塚の一部含） 1,112,498 1,112,498 0 1,047,892 435,000 277,516 168,378 166,998 94.19% 64,606

竹俣万代保全会 竹俣万代 1,511,700 1,234,875 276,825 1,511,700 224,500 27,000 1,109,120 151,080 100.00% 0

加治万代農地保全会 加治万代 1,793,317 1,793,317 0 1,784,730 145,500 214,698 1,211,860 212,672 99.52% 8,587

万代農地保全会 万代 605,825 729,825 -124,000 533,170 201,500 110,760 110,460 110,450 88.01% 72,655

天王農地保全会 天王 3,849,949 4,713,949 -864,000 3,831,703 897,000 282,505 2,052,922 599,276 99.53% 18,246

三ッ椡集落 三ッ椡 3,841,045 3,841,045 0 3,774,931 1,728,500 754,742 666,047 625,642 98.28% 66,114

福島味菜苦楽部 福島 2,411,808 2,411,808 0 2,285,867 963,500 450,056 393,110 479,201 94.78% 125,941

乗廻農地管理組合 乗廻 2,662,335 2,662,335 0 2,471,671 962,500 512,870 607,408 388,893 92.84% 190,664

岡屋敷保全会 岡屋敷 1,316,183 1,316,183 0 1,311,085 429,000 398,481 281,266 202,338 99.61% 5,098

月岡環境保全組合 月岡 645,188 645,188 0 634,013 244,500 120,195 251,650 17,668 98.27% 11,175

滝沢区地域資源保全会 滝沢 2,213,341 2,213,341 0 2,046,160 1,225,500 445,690 0 374,970 92.45% 167,181

六日町資源保全隊 六日町 688,436 685,093 3,343 688,436 250,000 242,312 103,689 92,435 100.00% 0

大崎農地環境保全会 大崎 942,613 942,613 0 930,675 631,400 80,320 49,500 169,455 98.73% 11,938

やわた農地保全会 八幡 2,273,075 2,145,075 128,000 2,264,553 737,500 754,417 329,060 443,576 99.63% 8,522

八新保全管理チーム 八幡新田 555,833 555,833 0 359,882 112,500 81,112 84,126 82,144 64.75% 195,951

法正橋農地保全会 法正橋 830,293 873,293 -43,000 743,679 285,000 208,570 132,174 117,935 89.57% 86,614

松岡農地・水保全会 松岡 5,365,602 5,365,602 0 5,242,998 1,933,000 1,869,946 811,401 628,651 97.72% 122,604

荒川地区活動組織 荒川・田家・新荒川・瑞波 5,820,475 5,191,746 628,729 5,820,475 2,955,500 1,050,351 909,588 905,036 100.00% 0

上中山農地保全会 見城・本村・増川・中居 2,720,832 2,720,832 0 2,659,909 1,074,500 699,705 429,401 456,303 97.76% 60,923

管内合計 計 32 組織 129,876,925 129,876,925 0 127,061,889 37,293,625 28,556,462 44,307,577 16,904,225 97.83% 2,815,036

支出割合
29.35% 22.47% 34.87% 13.30%

日当 購入・リース費 外注費 その他

単位：円
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N
o. 6
3

令
和
3
年
6
月
2
9
日
発
行

●
発
行
　
　
  豊
浦
郷
土
地
改
良
区

　
　
　
　
　
  新
発
田
市
乙
次
 281番

地
2   ☎（

0254）24‐4145
●
印
　
刷
　
株
式
会
社
 天
野
印
刷 面

　積

組
合
員
2,678人

田 3,301.4ha
畑 86.9ha
その他 14.2ha
計 3,402.5ha

土地改良区
の現況
R3.3末現在

編
集
後
記

　

広
報
委
員
も
三
月
の
役
員

改
選
で
新
体
制
と
な
り
ま
し

た
。

　

昨
年
初
め
か
ら
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
、
こ
の
広

報
の
発
行
時
に
は
第
三
波
が

終
息
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

順
調
に
進
み
、
早
く
元
の
生

活
に
戻
れ
る
よ
う
に
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
業
務

用
の
米
余
り
や
、
人
口
減

で
の
消
費
減
で
想
像
を
超

広
報
委
員
長　
　

遠
藤　

敏
雄

　

委　

員　
　
　

齋
藤　

耕
一

　

〃　
　
　
　
　

本
間　

藤
雄

　

〃　
　
　
　
　

阿
部　

正
博

　

〃（
事
務
局
）　

阿
部　

孝
弘

“こんな時には必ず届出をしてください”
・農地中間管理事業等による受委託をする場合
・組合員が死亡された場合
・農地を売買、交換、相続等する場合
・地目変更（畑、宅地等に転用）する場合
・住所や組合員名を変更する場合
・農業者年金受給のため経営移譲する場合
・公共事業によって農地が買収された場合

※土地改良区の台帳は、組合員からの異動届により変更されま
す。この手続きをしないと組合員資格や賦課令書等の名義が
直らないまま処理されます。

※農業委員会や市役所（死亡届）への届出だけでは土地改良区
の台帳は異動しません。

※令和 4年度賦課は令和 4年 3 月 31 日までの届出が基礎となり
ます。

《届出用紙は土地改良区にありますので、認印をご持参の上、提出をお願いします。》

公共事業によって農地が買収された場合も届け出が必要です。この場合、原則的に現資格者である組合員が、地区除外申請と決
済金を納入しなければなりません。（土地改良法第 42 条第 2項）

水難事故防止に向けて ～地域ぐるみで声掛けを！～

令
和
３
年
度
安
全
管
理
推
進
ポ
ス
タ
ー

管
内
の
小
中
学
校
へ
掲
示
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

国営佐々木江支線用水路（下荒町）

県営ほ場整備太斎地区揚水機場（久保）

下興野頭首工（下興野）

坊住堤（興野）

　４月から９月まで用排水路やため池では、農作業に水をたくさん使うので、水量が増えて大変危険です。
　用排水路やため池では、落ちたら上がれない場所もあります。子供たちが近くで遊ばないよう、不用意に
近づかないように、地域のみなさんからも声掛けをお願いします。
　「キケン 立入禁止」「あぶない！」「あそんじゃダメ！」等の注意看板があるところには、近づかないよう
にしましょう。

　不法投棄は「５年以下の懲役若しくは 1,000 万円以下の罰金」
により処罰されます。
①不法投棄を目撃したら　⇒直ちに警察へ通報願います。
②不法投棄された廃棄物を発見したら
　⇒場所、ゴミの種類を土地改良区又は市役所へご連絡ください。
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不法投棄を防止しましょう！

飯島地内

吉浦地内


